








は じ め に
平成4年 度は,東 京国立文化財研究所の前身である美術研究所設立以来62周年
を迎 えた。一昨年発足 したアジア文化財保 存研究室の活動 もいよいよ本格的 とな
り,国 際的な文化財保存修復に関する協力のためのセ ンター構想の充実化 に向け
て大きく前進 した年でもある。 その関連事 業として,平 成4年11月にはアジア15
力国及び国際文化財保存修復研究センター(ICCROM)から文化財導門家を招へ
い して 「木造文化財の保存 と国際協力」とい うテーマで,第3回 目のアジア文化
財保存セ ミナー を開催,大 きな成果を収めることが出来た。 また,諸 外国か らの
強い要望 にこたえて,「和紙を用いた文化財の保存修復」の国際研修がこの年から
は じめ られたの も特記すべきこ とといえる。一方,1986年から進めて きた敦燈莫
高窟壁画保存修復事業については,平 成2年 度に敦燈研究院 と合意書を取 り交わ
し,昨 年度 より5か 年にわたる本格的な 日中共同研究が進められている。 さらに
海外所在の日本古美術品修復事業 も昨年に引き続いて,ワ シン トン ・ブ リア美術
館所蔵の 日本絵画の修復 を実施 し,ま たスミソニアン研究機構 との保存科学研究
交流 も引 き続 き順調に進行中である。その他の国際交流事業 としては,本 年度で
16年目となる国際研究集会を 「東アジア美術における 〈人のか たち〉」のテーマの
も と,5名 の研究者 を海外から迎えて,充 実 した討議が行われた。 この他文化財
に関す る個別的 な外国研究者の来訪,研 修,共 同研究 もますますさかんになり,
国際的な文化財研究機関 として,高 い評価を得ることが出来たことは,喜 びに堪
えない。
この年度を終 わるに当って,新 井保存科学部長は じめ3名 の職貝を定年,転 出
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3.保 存 科 学 部
4.修 復 技 術 部






























6.ア ジア文化 財保 イ∫:研究室
要
論
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8.主 要 研 究 業 績
Ⅳ.事 業
1.出 版






























3.公 開 学 術 講 座
4.夏 其月学 イホi講座
5.博物館 ・美術館等の保存担当学芸貝研修
6.IKI際研 究 集 会
7.ア ジア 文化財保イ∫ニセ ミナー
8.第11111「紙の保存ll多復 」の 国際研ll多
9.会 議


























3.主 要 機 器 設 備
4.黒 Ⅲ 記 念 室
5.閲 覧 室









1.設 立 の経 緯
東京国立文化財研究所は,昭 和27年4月1日 発足したが,そ の前身であり母体
となったものは,昭 和5年 に創設された政府機関の帝園美術院附属 美術研究所で
ある。
この美術研究所は,人 且El3年7月,帝国美術院長子爵故黒田清輝の遺言により
庭術奨励事業のために寄附出捕 した資金で遺.一一1執行 人が選択決定 した事業であ
る。すなわち遺 言執行人代表伯爵樺ll曖輔は,故 子爵の遺志に したがってこの資
Ilで行 うべ き事業の選定を伯爵牧野伸顕に一任 した。牧野伯爵は帝国美術院長福
原鎮二郎及び東京美術学校長正木直彦 とはかって諸方面の意見を徴 し,ま た,わ
が国美術研究の必要に照らして次の事業を行 うこととした。
(1)美術に関す る基礎的調査研究機関 として美術研究所 を設けること。
(2)黒田子爵の作品を陳列 して同 」㌧爵の功績 を記念す ること。
③ 前二項の 目的を達す るために適 当な建物 を造営す ること。







美術学校教授矢代 幸雄,黒 田子爵作 品陳列については東京美術
学校教授久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和田英作 ・同藤島武二
及び大給近清,建 築造営については東京美術学校教授岡田信一
郎,会 計事務については遺言執行人打田伝吉 を各委貝 として事
務 を分掌進行 させ た。
美術研究所岬～備 事裳を開始 した。
1illllfiL野公園内に鉄筋コン クリー ト造,'f`地階2階 建,延
面積1,192m2の建物1棟 を起工 した(本 館)。
一1一
沿 革
昭和3年9月 前記の建物が竣工 したので,黒 田記念館 と名付け,美 術研究
所開設のため必要な備品 ・図書 ・写真等の研究資料を設備 し,
また,館 内に黒田子爵記念室 を設け,黒 田清輝の作品を陳列 し
た。




同 年10月17日 美術研究所1巽』所式を挙行 した、,
昭和7年1月)こ 術研究所の研究成果発表機関誌1として,定 期 刊行物 『美術
研究」 を創 刊した。
同 年41118f1株式会礼朝日新聞社 より1リ」治大正楽術史編纂費 として本年か
ら向う5か 年間毎年5T・円,合`li'2万5「円 を帝国美術院に寄





昭和10年1月2811鉄筋 コンクリー ト造,2階 処,Ifll積129mzのllさ111{が竣isし
た,,
同 年4月rIl本 甕術年鑑』の編纂'ド務 を開始した、
同 年6月111勅 令第148号により美術研究所官制が公布された。




同 年11月291i美術研究所長職務規程,美 術研究所 拝゜務 分掌規稚が制定され
た、,
昭和13年2月1211木造,'F屋建,延 面積97m2の写真室1棟 が竣1:した。




昭和20年5月28日 美術研究所の図書 ・諸資料全部 を山形県酒田市本町1丁 目本
間家倉庫3棟 に疎開した。











た(保 存科学部の前身)。昭和23年度 より専任の職員を配置 し,
研究 を開始 した。研究室は国立博物館本館地下 の修理室の一室
(66m2)に設けた。
昭和25年8月29日 文化財保護法の制定 にともない,美 術研究所は文化財保護委
貝会の附属機関 となった。
年8月29日 文化財保護委貝会事務局設置に ともない,保 存科学研究室は
国立博物館保存修理課から文化財保護委員会事務局保存部建造
物課に所属換えとなった。
昭和26年1月31日 美術研究所組織規程が定め られ第一研究部 ・第二研究部 ・資
料部 ・庶務室が置かれた。
昭和27年4月lf1文 化財保護法の一部が改正,東 京文化財研究所組織規程が定







同大学か ら借用 し,研 究を開始 した。
昭和28年4月26日 保存科学部研究室 として,東 京国立博物館構内の倉庫132m2
を改造の うえ移転 した。
昭和29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が改正 され,東 京国立文化
財研究所 となった。
昭和32年3月22日 東京国立博物館構 内に木造,外 部鉄網 モル タル塗,'F崖建,
8m2の保存科学部の薬品庫が竣」:した、







として,鉄 筋 コンクリ・一ト造2階 廼延 而積663m2の建物1棟 が
竣1二した,,




昭和43年6月15日 文部省`{貨i蹴法の ・部が改il・:され,本 研究所はK化 庁附属機関
となった、,
昭和44年8月23目 保イ∫:科学部庁舎に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1,950.41
m2)の起1.式が行われた、,
昭和45年3月25f1前記の別館が竣isしたので,同年5月26日竣1'式が行われた。
同 年3月25日,・-¥能部は,別 館3階 に移転 した。
同 年5月8日 保存科学部は別館の地階～2階 に実験川機械類の移転据付 を
完tし た1,




同 年11月2日 所長お よび庶務課は,本 館か ら保存科学部庁舎の1階 に移転
した(本館は,美 術部庁舎 となる)。これにより研究所 の所在地







昭和52年4月18日 文部省設i提法施行規則の一剖～が改正 され,情 報資料部の新 設
により5部1課 とな り,情報資料部に文献資料研究室および写
真資料研究室が置かれ,美 術部資料 室は廃止され た。
昭和53年3月20日 本館構内の写場等(木 造平屋建延面積144m2)を取 りこわし,


































































































II.機構 ・職 員 ・予 算
東京国立文化財研究所は,文 化財に関する調査研究,資 料の作成およびその公










所 属 職 名 氏 名 県 門 分 野
所 長 所 長 西 川 杏太郎 僕 術史)
庶 務 課 課 長 富 澤 邦 明
国際 交流is幹 貴 志 辰 夫
課 長 補 佐 長谷川 憲 康
庶 務 係 係 長 大 堀 岳 満
係 員 相 澤 かずr
,鮮務 補 佐 員 望 月 紀t・
〃 勝 木 なほ ∫・
技 能 補 佐 員 堺 良r
調 査 員(非) 松 原 築智r
会 計 係 係 長 篠 原 ・ 夫
係ci II高 信
'ド務 補 佐 員 山 川 文r
〃 渡 邊 和r
労 務 補 佐 員 菊 地 廣1量1
美 術 部 部 長 鶴 川 武 良 (中国 絵lll破)
is任研 究 官 佐 藤 道 信 ql本近代絵画 史)
〃 島 尾 新 (II本中世絵画 史)
第 一 研 究ii 室 長 中 野 照 男 (東洋絵画史)
研 究 員 岡 川 健 (中国彫刻史)
調 査 員(非) 佐 野 みどり (II本絵1画史)
第 二 研 究 室 室 長 三 輪 英 犬 (it近代絵画史)
研 究 員 山 梨 絵xr (III近代絵画史)
芸 能 部 部 長 蒲 生 郷1昭 (11本痔楽史)
is任研 究 官 鎌 倉 恵t一 (II本近世演劇)
演 劇 研 究 室 室 長 羽 川 拠 (ll本中世演劇)
調 査 員(非) 高 橋x都 (目Ei楽 史)
音楽 舞 踊 研 究 室
,..務 取 扱
蒲 生 郷ll召
研 究 員 高 桑 いつみ (II音 楽 史)
調 査 員(非) 丸 茂 桑恵r (舞踊学)
一8一
機 構 ・職 員 ・予算
所 属 職 名 氏 名 専 門 分 野
民 俗 芸 能 研 究 室 室 長 中 村 茂f一 (民俗芸能)
調 査 員(非) 山 本 宏t一 (民族音楽)
保 存 科 学 部 部 長 新 井 英 夫 (微生物学)
1三任 研 究 官 門 倉 武 夫 (環境科学)
〃 石 川 陸 郎 (光学)
化 学 研 究 室 室 長 ・ド 尾 良 光 (無機 イt・)
物 理 研 究 室 室 長 =浦 定 俊 (計測1:学)
研 究 員 佐 野T・ 絵 (光化学)
生 物 研 究 室 室長事務取扱 新 井 英 夫
調 査 員(非) 山 野 勝 次 (応用昆虫学)
修 復 技 術 部 部 長 三 輪 嘉 六 (考古学)
1三任 研 究 官 川 野 邊 渉 (高分子化学)
第一一修復技術研究室 室 長 1}1吼 壽 克 (漆芸技法)
第二修復技術研究室 室 長 増 田 勝 彦 (装漬技術)
研 究 員 尾 立 和 則 (装漬技術)
第 三修復技術研究室 室 長 青 木 繁 夫 (考古学)
技 術 補 佐 員 犬 竹 和
情 報 資 料 部 部長 事務取扱 西 川 杏太郎
文 献 資 料 研 究 室 室 長 米 倉 辿 夫 (日本中世絵画史)
研 究 員 井r誠 之輔 (東洋絵画史)
〃 勝 木 言一郎 (中国絵画史)
写 真 資 料 研 究 室 室 長 鈴 木 廣 之 (日本近世絵画史)
研 究 員 長 岡 龍 作 (日本彫刻史)
専 門 職 員 市 川 和 正 (美術写真)
11 野久保 昌 良 (美術写真)
ア ジア 文化 財保 存 室 長 西 浦 忠 輝 (材質改良学)
研究室 研 究 員 朽 津 信 明 (地質学)
保 存 科 学 部 客 員 研 究 員 山 崎 真 司 (微生物学)
修 復 披 術 部 〃 金r克 業 (表面化学)


































































































































名 在 所 期 間 備 考
一 一
爆 百 合 ∫・ 'r元。4.1～br4.6。 iO 退 職
ル 英 夫 昭45.9。1--1-.5.3. it 〃
川 陣 郎 II;;;;4.4.1-一'1'S.3. 31 転 出
川 和IE 昭30.3.1～'i`5.3. 31退 職
崎 真"」 'f`3.4.1-一'lj5.3. it 〃
r克x br2 .4.1‾'Y5.3. 31 〃
10
機 構 ・職 員 ・予 算
3.名 誉 研究 員
氏 名 退 職 時 官 職 名 在 所 期 間
名誉研究員
発令年月日
白 畑 よ し 昭5、6.30昭27.8.1 53.10.18
福lll敏 男 美 術 部 長 昭23.5.ll～昭34.4.15 //
高 川 修 〃 昭27.12.1～昭44.3.31 〃
登 イi健 三 保 存 科 学 部 長 1昭27.10.1～昭50.4.1 〃
岡 畏三郎 桑 術 部 長 昭20.5.15～昭51.4.1 〃
中 村 傳 三郎 美 術 部 第:研 究 室 長 昭22.IO.1～昭53.4.1 〃
関 野 克 所 長 昭40.4.1～ 昭53.4.1 〃
秋 山 光 和 美 術 部 第 一 研 究 室 長 昭16.10.1～昭42.2.1 54.10.18
久 野 健 情 報 資 料 部 長 昭20,5.31～昭57.4.1 57.10.18
川L1;is 美 術 部 長 昭21.2.28～昭57.4.1 〃
関 千 代 美 術 部 第 二 研 究 室 長 昭18.12,15～昭58.4.1 58.10.18
横 道 萬里雄 芸 能 部 長 昭28.3.16～昭51.4.1 59.10.18
i野 ア キ 情報資料部文献資料研究室長 昭17,11.3～昭59.4.1 //
江 ヒ 繧 情 報資 料部1三仔研 究官 昭38.5.18～昭59、3.31 〃
川 村 悦r 美 術 部i三任 研 究 官 昭22.6.16～昭60.3.31 60.10.18
猪 川 和r 情報資料部文献資料研究室長 昭22.6.27～昭60.3.31 //
伊 藤 延 男 所 長 昭53.4.1～ 昭62.3.31 62.10.18
柳 澤 孝 美 術 部 長 昭27.4.1～ 昭62.3.31 //
宮 次 男 情 報 資 料 部 長 昭30.9.1～ 昭62.3.31 //
三 隅 治 雄 芸 能 部 長 昭27.10.1～昭63.3.31 63.10.18
樋 日 清 治 修 復 技 術 部 長 昭37.11.1～昭63.3.31 〃
川 實 榮 子 美 術 部L任 研 究 官 昭23.3.31一平 元.3.31 1.10.18
兄 城 敏r 丁呆 存 不斗.,f=部牛勿理filF究室 長 昭34.4.1～ 平 元.3.31 〃
濱 川 隆 所 長 昭62.4.1～ 平4.3.31 3.10.18
関 日1'之 美 術 部 長 昭42,2.1～ 平3.3.31 3.10.18
佐 藤 道f一 芸 能 部 長 昭34.4.1～ 平4.3.31 4.4.1





機 構 ・職 員 ・予 算
5.平 成4年 度 特 別 研 究__..覧




ア ジア文化財保存修復 協力セ ンター(仮 称)設 置のための調 3,119
査








研 究 種 目 研 究 課 題 研究代表者 交付額
千円
重点領域研究 化学的 ・光学的情報を用いた遺跡探査の 三浦 定俊 7,800
手法に関する研究
一般研究(A) 文化財の修理 修復の情報化に関する基 三輪 嘉六 3,000
礎的研究
一般研究(B) 出t.鉄器の鉛同位体法による原料産地の 平尾 良光 800
推定
一般研究(B) 民俗芸能にみられる狂言様式の分類と芸 中村 茂子 1,100
能史ll勺位置づけの研究
…般研究(B) 画傑とoτ語一1i洋美術史における比較研 鈴木 廣之 3,000
究 一
・般研究(B) 文化財におよぼす酸性霧の影響に関する 門倉 武夫 2,600
研究
奨励研究A イ1器石材の岩イi学的研究 朽津 イ、湖 900
一13一
機 構 ・職 員 ・予 算





















































部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
美 術 部 *美術に関する基礎資料の研究 米倉 遮夫 平 元.4
一絵巻資料 一 ～ 平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究 三輪 英夫 平 元.4
一明治後半期美術資料一 ～ 平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究 島尾 新 平 元.4
一関東所在水墨画資料一 ～ 平6 .3
*美術に関する基礎資料の研究一日本 鈴木 廣之 平3.4
絵画史年紀資料集成15世紀一 ～ 平6 .3
*美術における地域性及び社会性の研 三輪 英夫 平 元.4
究 ～ 平6 .3
*近百年来中国絵画史研究 鶴田 武良 平2.4
～ 平10 .3
*中国仏教美術に関する基礎資料の研 中野 照男 平4.4
究 ～ 平9 .3
張 能 部 *伝統芸能における 「鬼」の実証的研 蒲生 郷昭 平4.4
究 ～ 平8 .3
*能楽の芸能学的調査研究 羽田 示旦 平2.4
～ 平7 .3
*絵画資料による近世演劇の研究 鎌倉 恵子 平3.4
～ 平7 .3
*日本音楽各種 目の独自性と相互影響 蒲生 郷昭 平 元.4
の研究 ～ 平6 .3
*民俗芸能における採り物の研究 中村 茂子 昭61.4
～ 平5 .3
保存科学部 *有機質文化財の光による劣化の定量 三浦 定俊 平 元.4
的評価法の確立 ～ 平7 .3
*特殊環境に置かれた文化財の保存条 石川 陸郎 平 元.4
件の検討 ～ 平9 .3
*フ ォクシングの保存科学的研究 新井 英夫 平 元.4
～ 平5 .3




部 名 課 題 名 研究代表者 期 間
修復技術部 *文化財の伝統的修復材料の研究(第 三輪 嘉六 平 元.4一期) ～ 平5 .3
*文化財における環境汚染の影響と修 三輪 嘉六 平4.4
復技術の開発研究 ～ 平g .3
情報資料部 *美術情報処理システムの研究 西川杏太郎 平 元.4
一デー タの共有化 を中心 として一 ～ 平11 .3
*美術史における画像処理技術の応用 鈴木 廣之 平 元.4
に関する基礎的研究 ～ 平6 .3
*日本 ・束洋美術史文献デー タベーx 米倉 辿夫 昭63.4
の開発 ～ 平6 .3
ア ジ ア *アジア諸国における文化財保存に関 西浦 忠輝 ・ド3 .4
文化財保存 する情報の収集 ‾'1'8 .3
研 究 室 *犀外石造 文化財の劣化 と保イ∫二修復処 西浦 忠輝 `F'3.4





美術部は 日本 ・東洋の占美術並びに 日本の近代 ・現代美術 とこれ らに関連
ある西洋美術についての基礎的調査研究 を行 い,か つ,そ の成果を公表す る
ことを活動の目的としている。寒術部は二寵 より構成 され,第 一研究室は古
美術 を拠 当し,第:研 究室は近代 ・現代 美術 を担 当している。
調'Pl:研究は各時代にわた り,絵1由i・彫刻 ・L芸の各分野について,作 品と
文献資料 との両面から実証的に進め,と もに基礎 となる研究資料の作成 と整
理 とにつ とめている。その他,現 代美術の動 向に関す る調査 と資料収集をも
並行 して行っている。 また当部では,作 品に対する科学的な鑑識法を早 くか
ら積極的に活用 してきた。 これ も当部の研究 活動の特色である。 なお情報資
料部員 との間では,研究や調査の面において緊密な協力体制がとちれている。
そのほか他機 関との共同研究による広領域 の研 究に も参加 している。なお,
研究員それぞれの研究課題 と内容は②の各論 の項に示すとお りである。
調査研究の結 果は,機 関誌 『美術研究』(昭和7年 創刊)や その他の学会誌
に発表し,i断∫の研究報告 も随時刊行 してい る。さらに,研 究成果の一部 を
広 く一・般の理解 に資す るために,情 報資料部 との共同で毎年一回公開学術 講




その 多くを陳列する黒田記念室を公開 してい る。
第 一研 究 室
江戸時代までのfly美術及び東アジア地域 の美術に関する調査研究並びに
資料収 築,公 表をi三務 とす る。また,『美術研究」の編集を担 当している。
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調 査 研 究
第二 研 究 室
明治以降の日本近代 美術に関す る調査研究 と,こ れに関連す る西洋美術及
び日本近世の洋風美術の調査研究,並 びに現代美術の動向に関す る資料の収
集 と調査 とを行 っている。 とくに現代美術に関す る調査研究においては,そ
の年度に収集した資料 を整理 し,そ の成果を 『日本美術年鑑」 として毎年刊
行 している。平成4年 度は,平 成3年 の内容 をもった平成4年 版 を{二1」行 し,
引続き平成5年 版の編 集に荊fし た。
また,昭 和52年度以来実施 して きた黒Hl清輝巡回展 は'i～研究室がll1心と





1美 術 における地域性及び社会性の研究(5年 計画の第4年 次)
各地域におけるX術 の史的展開には,そ れぞれの地域の もつ空間的諸特
性に もとづ く差異が大きく反映 されていることは従 来指摘 されなが らも,
具体的な問題に即 した総 合的 な解明は試み られていない,,本研究は,地 域
固有の祉会性 ない しk化 的側面におけ る特殊性 を爪視 し,地 域間におけ る




請来仏 画作品に関する基礎資料の収集を継続 し,a)釈迦 三尊 ・1・六
羅漢図(南 宋,山 梨 ・ ・蓮 壱り,b)仏捏繋図(清,長 崎 ・春徳 寺),c)
仏浬繋図(清 。福岡市博物館)に ついて実査を行った。 またfl本にお
ける中lkl仏画受容の過程 を明確にする目的か ら,高 麗仏画,約20点に
ついても,調 査を行った、,なお,浬 繋図に関す るこれまでの研究成果
を公 表した(1術 研究354,355)。
2)芸 術家の杜会的地位





建築史,日 本史(中 ・近世職人史 ・都市史 ・商業史)の 各分野で発
表された,番 匠の:1形 態,雇 用の社会機構に関する文献の収集にあ
た り,番 匠 と絵師組織 との比較検討に備 えた。
4)画 像 と言語





近代における西洋美術の移植が,ど の ように行われ,そ れが既存の
文化や社会とどのよ うに係わったのかを,裸 体画問題 を中心に研究 し
た。明治期の美術界 と社会,道 徳倫理,風 俗条例 などとの検討を中心
に,そ れ以前の裸体(形)表 現,中 国 ・韓国の近代美術における裸体
画問題 とも比較 し,その成果を,秋 の国際研究集会で発表 した。
2)官 設展覧会
フランスのサ ロンを手本に明治40年に開設された文部省美術展覧会
が提示 した指針 とその影響について,洋 画界を中心に考察 しその成果
を発表した。
3)日 本美術観 ・日本美術史観の形成
前年にひきつづ き,日 本 ・欧米における日本美術観の形成 とその相
違について,政 治(行 政)的,経 済的,文 化的視点か ら比較検討 し,
成果の一部を美術部 ・情報資料部公開学術講座で発・表した。
また,日 本美術史観が どのように形成されたのかについて,そ の成








梅津次郎氏収集絵巻資料の 目録 リス ト 「梅津次郎 氏撮影作品 リス ト
(稿)」を作成 し,『美術 史研究における基礎資料の共有化 とデー タベー ス
の活川』(科学研究費雀1憾助金一総 合研究A一 研究成果報告評9に発表 した。
本 リス トを中核 として,他 の絵巻関係資料を統合した物語絵巻資料デー
タベースの作成準備に人った、,
〈(情)米倉,(調)佐 野,(研究 協力)村 最寧,大 西昌r,」 一野香織〉
(2)関東所在水墨画資料
ド記の 美術館 ・博物館に於て,室 田∫水!,t4p41h'cぴ関al作品の調査 を実施
した,,
狩 野 家 摸 本(Iif翁)
所 蔵 水 墨1山i
o量「卒rlilii
室 町 水 墨lllli




松 岡 処術 館
茨 城 県 、ンニ歴 史 館
岡lll県、ン:爬術 館
併 一t　_て デー タベ ー ス化 を 進 め
13世紀 よ り16世紀 に お け る 水 墨 画 家(約60名)の,。 寒礎 資 料 の 収 集 と研
究 史の 整 理 に つ い て{.k,前島 宗 祐 ・可 翁 ・戯 畢 ・狩 野 正佃 に つ い て研 究





1)展 覧 会 出 品 目録 の 幣 理
前i'度か ら行 っ た 明 治)亀術 会,1'i!,!会,日本 絵 画 協 会 な ど明 治 後 半
期 の 美術 団 体 出 品 目録 の デ ー タベ ー ス化 を完t,こ れ と 並行 し て,コ




2)美 術史学関係 資料の収 集
a)日 本美術史通史の刊行本の収集
日本美術史(お よび東洋美術史若r)を 通史的に記述 した刊行本
(黒田鵬心 『fl本美術 史読本』ほか)を 収集 した。
b)海 外 との人物交流調査のための辞典類収集





本研究は,す でに刊行 された 『11本絵画 史年紀資料集成十世紀 ～ 卜四
世紀』(1984)を継続するものである。
源豊宗 『日本美術年表』・集英社版 『原色 日本美術年表』に掲出された
1401～1500年の記事の中から絵画に関する項目約140件を抜粋 した。
落款,奥 書,賛 文,銘 記などに年紀をもつ例の他,作 者,賛 者の没年
等か ら制作年代の推定できる例 も参考資料 として同様に抜粋 した。本年
度は,抜 粋項 目に取 り上げた作例1点 ごとについて,論 文 ・論説 ・紹介
など,内 容 と図版の有無 を基準にして主要参考文献の収集を継続 した。
<(情)鈴木>
3中 国仏教美術に関する基礎資料の研究(5年 計画の第1年 次)
1体の仏教美術を研究するには,そ の源流である中国の仏教美術を理解
することが重要であ る。従来,中 国仏教 美術の研究は,日 本文化 に大 きな
影響 を与えた日本伝来作品を中心に進め られてきたが,近 年は,中 国にお
いてさまざまな仏教遺跡の整備,調 査,研 究が進め られ,新 たな資料が積
極的に公開されたのに ともなって新 しい転機 を迎 えつつある。本研究は,
これら伝来品および新資料 を対象 として,基 礎的な資料を収集 し,中 国仏
教X術 の体 系を見直す とともに,そ の特質を,図 像,様 式,技 法の面か ら
明 らかにすることを目的 とする。
(1)),!;礎資料の収集
日本に伝来 した中国仏教美術の作品の うち,そ の制作年次,制 作地,
一21一
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調 査 研 究
制作の発願者,画 師などの明 らかな作品を基準作 として収集 し,ま たそ
れらの作品の研究史を整理 して,基 本的な問題点 を確認す る。本年は,
中国仏教 美術のほか,そ れらと不可分の関係にあ る朝鮮の高麗時代の仏
教美術について も調査を行 った。 また,ア メリカ合衆国フィラデルフィ
ア美術館所蔵の宋代木彫像について基礎データを収集 した。
(2)中国仏教 美術の受容に関する研究
中国仏教 美術は,本 来どのような信仰,祉 会状況のなかで生み出 され
たものかをまず明 らかに し,そ れらが周辺地域に受容された際に,ど の




ける 「様 」と 「素材1の 意織 を中国の作例および 文献 との比較を通 して
考察 した、,
この研究は,II/.成3fl渡に ―来迎を中心 とする浄 ヒ教 楽術の研究 」の
テーマの もとに浄L教 匙術につい ての 考察を行った ものを発展させ,他
の仏教 美術についても同様の 考嬢 を行おうとするもの であ るO
(3)中国仏教 楽術の様式変遷に関す る研究
近年公開 された新資料 を博捜 し,各 時代の絵lllli,彫亥ljの様式の特徴を
明 らかにす る。本年度は,如)k像の荊衣表現 を通 して,中 国仏教美術の
独 自の表現iの 展開を考寮 した(進 術研究356)。また,洛 陽近郊の篭県




「近百年来中国美術年表1の 作成を綿続 した。北京・中国画研究院で現代 中
国絵画の調査を行 った。〈鶴 川〉
zz一
音 楽 舞 踊研 究 室
日本の音楽 と舞踊について,芸 能学的 ・ar.n楽学的な調査研究を行 い,こ れ




調 査 研 究
究」「日本舞踊におけ る技法の相互影響の研究」を行 ったほか,共 同研究 「伝
統芸能における〈鬼〉の実証的研究」「能楽の芸能学的調査研究」に参加 した。
民 俗 芸能 研 究 室
全国各地に分布伝承 される民俗装能を対象とし,そ れ らの保存 ・継承に資
す るために必要な研究 を行 っている1,
平成4年 度は,個 人研究として「民俗芸能における採 り物の研究」「民俗 芸
能 と社会 ・経済構造 との関係1を 行 ったほか,共 同研究1伝 統芸能における
く鬼〉の実証的研究」「能楽の芸能学的調査研究 」に参加 した。
(2)各 論
1伝 統芸能 における 「鬼」の実証的研究(4年 計画の第1年 次)
日本の民俗行 事や宗教行 嘱,能 ・狂,1・歌舞伎などの伝統芸能には,「鬼」
がいろいろに形や性格を変えて登場する1、本研究は,1鬼」の 多面的な性格,
芸能的表現の 多様性,歴 史的変遷 を総合的に把握 し,解 明することを目的
とす る。本年度はその初年次で,ト 記の調査 ・研究を行った。
(1)研究会開催;味 ノJ健氏を招いて 昧 和猿楽に 見る く鬼>1のテーマで開
催。同氏の講義を受けた後,質 疑応答を行 ・た,,他に部員のみに よる研
究会を2回 行 った,,
(2)芸能技法の記録;再 多流能楽師の友枝昭 世氏および和泉流狂、1師の野
村万之 丞氏に実演を依頼 して,部 内視聴室および舞台で,謡 ・せ りふ ・
所作に見られ る鬼の技法の錬 肖㍉ 錬画 をそ」㌧・た,,
(3)実地調査;神 戸市のlrlll神杜でそ1:われた追灘式を調査 し,記 録 した。
(4)個別研究;か つては噺t-'ドPl叱笛1で ハ タラキを見せる演出が行われ
ていたこと,[早笛]を 他の曝 臼 撃に転川 していたことを実証 した、,
2能 楽の芸能学的調査研究(5年 計画の第3年 次)
舞台芸術 としての能楽の技法 を多角的に捉えることを目的 とし,鼓能部
全員で取 り組む総合研究である,,今年度は ド記の調査研究を行 った。




参画 と検討を通 して,番 外曲の構造 と演出について考察 した。〈羽田〉
(2)能管 と一節切の交流;能 管 と一節切の役割差,楽 曲や伝書の交流を明
らかに し,室町時代の音律感 を考察 した。成果は平成6年 発行予定の「小
島美 チ退官記念論K」 に公表する。 〈高桑〉
(3)能の 高:楽的研究;初 期の 文献に見られ る理論用語の意味を,他 種 目で
の川法を参照 しながら検討 した。 〈蒲生〉
(4)民俗芸能にみる狂、1様式の研究;各 地に様々な様式で伝承 されている
郷 ヒ狂 言の分類を行っている、,〈中村〉
(5)近世演劇 と能の関係;劇 井類の本文と挿絵か ら舞台構造の推移 とそれ
に伴 う液出の変化 を検討中である,,<鎌倉>
3絵 画資料 による近世演劇の研究(3年 計画の第3年 次)
特に歌舞伎のか らくりに注目して,絵 入狂言本 ・評判記の本文および挿
絵 を比較検討 し,か らくりの実態,効 果などについて考察 した。<鎌倉>
4日 本音楽各種 目の独自性 と相互影響の研究(5年 計画の第4年 次)
基本的な理論用語か ら,各 種 目に共用 され るものをい くつか選んで,概
念や用語史を考察 したほか,所 外の研究者をまじえての,長 唄正本研究を
継続 した。 また,雅 楽の唱歌について古い時代 の資料を収集 し,絵 画資料
から能にいたる鼓の変遷について研究を行 った。鼓の変遷については成果
を学燈社刊 「国文学」12月号に公表 した。 〈蒲生 ・高桑>
5民 俗芸能における採 り物の研究(8年 計画の第8年 次)




外来系の舞楽が各地の宗教行事に受容 された例 として,本 年は新潟県能
生,富 山県 ド村,静 岡県森町の祭礼を調査 した。四天王寺舞楽 との関わ り
を中心に,そ の一部 を 「芸能の科学21」 で公表した。<高橋>
7日 本舞踊 における技法の相互影響の研究
近 年に復活 ヒ演された舞踊作品,消 元 「うかれ坊主」について,技 法の
変遷や伝承の背景を考慮 しつつ,そ の原曲の振 りを考察 した。成果は,'r
一'15一
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成5年 度発行の 「舞踊学」で公表する。<丸茂>
8,民俗芸能 と社会 ・経済構造 との関係
沖縄県読谷村の集団太鼓舞踊エ イサーを取 りあげ,社 会的 ・経済的転換
期に民俗芸能が どの ように対応 してきたかについて,実 地調査に基づ く考
察 を試みた。成果の一部 を 「芸能の科学21」 で公表 した。〈山本〉
3.保 存 科学部
(1)概 要
文化財の材質 ・構造 ・披法および劣化機構の科学的研究 ならびに 文化財の
おかれている保存環境の科学的研究を行い,こ れらを基盤 として文化財保イ∫二
の技術開発に関する研究を行 っている,,詫い換えれば,文 化財の 自然科学的
研究,文 化財を資料 とする科,,,,,f・技術史的研究,文 化財の保イ∫:のための科学技
術の応用研究の3ノ∫面である、,研究組織は化学研究室,物 理研究室,生 物研
究室の3室 からな り,研 究成 果は修復技術部と共同編集の機関誌「保 イ∫:科学」
により公表され,K化 財の指定 ・保fr:対策 ・II釜復処概の基礎資料 として役 、/.
てられている。
化 学 研 究 室
化学研究室では文化財の材質ならびに保 存環境に関する問題点 を化,,,,,1一的f
法 を用いて調査 ・研究 している、,X線分析法,光 学的分析法,質 量分析法な
どを川い,主 として金属k化 財に関する劣化,保ff対策,材 料産地の推定 な
どの研究 を進めている。 また,文 化財を取 り巻 く環境か らの 大気汚染,酸 性
雨などの影響について汚染度の測定,影 響評価法の研究を行 っている。
物 理研 究 室
物理研究室では文化財の材質ならびに保イ∬:環境に関する問題点を物理学的
予法を用いて調査 ・研究 している。 虻化財の材質,構 造の調査方法 として γ




生物 研 究 室
生物研究 室では文化財の保存に関する問題点 を生物学的な見地か ら調査 ・
研究 している。文化財の生物による劣化,す なわ ち微生物や毘虫等による被
・)tの実態を調査 して,こ れ らの加害生物がおよぼす劣化の原因と機構 を明ら
かに し,加 害生物の防除法の緬lf究と開発 を行 っている。
(2)各
?
1文 化財の伝統的保存修復材料に関す る研究(4年 計画の第4年 次:修 復
技術部 と共同)
35頁,修復技術部の項参照。
2鉄 器材質の歴史的変遷 に関する研究(3年 計画の第2年 次)
本年度は鉄器原料の産地を推定することを目的 として,鉛 同位体比法が
応用できるか どうかについて基礎的研究を行 った。
歴史時代の鉄資料中におけ る鉛濃度は銅製品の場合 よりかな り低 く,中
既の鉄器で約0.01ppm程度であることが分かった。これは銅製資料 におけ
る鉛濃度 と比較して,約1/10000とい う量である。これらの資料 について鉛
同位体比の測定法を確 ・Zした。このノ∫法を用 いて古墳出土の鉄製鍛,寺 院
建築に用いられた鉄製釘材などを試料 として幾つかの測定値 を得 ることが
できた。今後 この方法を川いて各種試料を分析することにより,鉄 の産地
に関す る情報 を集めようとしている。<'F尾>
3文 化財における環境汚染の影響 と修復技術の開発研究(3年 計画の第1
年次:修 復技術部 と共同)
35頁,修復 技術部の項参照、,
4有 機質文化財の光 による劣化の定量的評価法の研究(中 長期計画課題:
6年計画の第4年 次)
昨年度に引続き,劣 化促進試料 を川 いた),礎研究 と,経 年劣化裂 を用い
た応川研究を行っている、,紫外線で強制劣化 させた絹についてESRで状
態分析 を行い,有 機 ラジカルll捷劣化促進時間 との相関を確認 した,,紫外
線lli:に比例 して劣化が促進 されるかど うかについては,湿 度条件を ・定に
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する必要があることが明らかになった。模擬的に行った水中での紫外線照
射は,着 色を強 く進ませ ることが明 らかになった。 また,絹 を構成する各
種ア ミノ酸ポ リマーに対 して光劣化促進を行い,高 分子たんぱ く質 である
絹の どの部位が劣化を受けやす いのか検討 している。あわせて,ア ミノ酸
分析 も行 った。経年劣化裂 を用 いた応川研 究では,同 一裂で も試料採取場
所によりデー タのばらつ きが大 きいものもあ り,表 面の付箔物の扱 いにつ
いての問題点が明 らかになった。〈佐野,こ 浦>
5.特 殊環境に置かれた文化財の保存条件の検肘(中 長期計画課題 二8年計
画の第4年 次)
(1)展示収蔵施設 内の 「アルカ リ因riのllll定とK化llオ材質への検討
昨年に引き続 き,「アルカリ因 臼 がK化 財に 与える影響について検討
した。本年度は特に,コ ンクリ・一トが生乾きの状態の時に確実に 存在す
るアンモニアが,K化 財材質に'」・えるJjtiについて検討した、,
1)ア ンモニアガスが 文化財材質に'ノ・え るi;t;
銅製品に影響が出ると彦えられたため,銅 系の顔料(緑llf・焼緑Ilj:
等),銅板につ いてアンモニアガ ス雰囲気 ト,コン クリー トプロ ックを
設置 したデシケーター中,お よび実施設内で曝露 を行 った、,
銅系の顔料(緑Ilf・焼緑Ill等),銅板 をア ンモニアガス雰囲気 ドに置
いたところIiiみが強 くなり,変色する11∫能性が示1唆された、,ESRで観
測 したところ,緑i'iはアンモニアガスに曝 露後,銅 の まわりの電r状
態が変 り,数 種類のシグナ ルが認められた、,信号の同定につい ては,
検討中である。また,同 じく銅系の顔 料を川いて,デ シケーター中に
コン クリー トブロックを設 圃して,1邸露実験 を行 っている。<佐野>
2)ア ンモニア濃度判定紙の開発研究
実施設のよ うな高湿度で希樽なアンモニアを含むような空間 を模擬
的に作 るのは難 しい。本年度は,実 験 に挑供 できる実施 設がなかった
ため,行 えなかった。







環境汚染が文化財にお よぼす影響の評価 を検討す る目的で,環 境中の
汚染因子の測定およびテス トピー スの曝露試験を継続 中である。本年度
は実験地点 として鎌 倉市高徳院お よび京都 国立 博物館の2ヵ 所 を追加
し,大 理石テストピースの暴露試験 と汚染空気中のNO2,SO2,ミス ト
および雨水中のC1-,NO3-,SO42一濃度 と今年度か ら雨水中の微量浮遊物
質 「粉 じん」鼠も併せて測定 を開好章した、,
前年度の暴露実験 に川 いた大理石テス トピースでは6ヵ 月経過 ころま
では屋外 で重賦減 と降雨尉 こ相関がみられたが,そ の後試料間のばらつ
きが大 きくなる傾向にあ り,試料 面の不均一 さが観察 された。外国産の
大理石が園産より均・・性 であるとの情報から現在 この試料について実験
を継続 している。 なお,テ ス トピー スは約12ヵ月経過では屋外暴露で重
量減 崖内では承量増の傾向が確認されている。酸性雨の調査では全降
雨の初期1mmの み分取する方法 と,1～8mmま で分取する方法があ




平成4年 度(最 終年次)は,こ れ までの研究結果 に基づ いてグル コース
とy一 ア ミノ酪酸 を加熱処理 して合成 した メラノイジンを供 試 して,フ ォ
クシング分解菌の検索 を行 った。
木材腐朽菌132株,放線菌119菌株,コ ウジ菌2菌 株の計253菌株につい
て合成 メラノイジン脱 色能 を検索 した。
第1次 検索の結果,合 成メラ ノイジン含有培地 を比較的よ く退色 させ る
菌株が,119菌株 中7菌 株に認め られ,供 試 したコウジ菌には認め られな
かった。8菌 株について,第2次 検索を実施 した結 果,Polyporushypo-
brunneaの1株が基本培地 で82.0%,PD培地 で48.5%とい う高い脱色率
を示 し,そ れに次いでColiortcsversicvlorが高い脱色率を示 した。
ヒ消の粗酵素液 と菌体による脱色効果の実験によって,f'`,妙θ2粥勿φぴ
hrrrnncrrの菌体が23.3%と最 も高い脱色串 を示 し,粗 酵素液の脱色効果は
一29一
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7.文 化財の材質 ・構造 ・技法に関する研究
(1)鉛同位体比 を利用 した銅製品,青 銅製品の材料産地推定
文化庁,束 京園 立博物館,各 県や市町村教 育委貝会 ・発掘事務所 ・埋
蔵 文化財センターなどから,各 種の青銅製品,発 掘 ・;ii-t.銅製品,伝 世




文化庁,束 京国.r.,物館,各 県や市1町村教育委貝会 ・発掘事務所 ・埋
蔵 文化財センターなどから,各 種の青銅製品,発 掘 ・出1銅 製品,伝 世
の仏像 などに関 して蛍 光X線 分析の依頼があ る1,これらを測定し,材 料
の化学組成 を報告 した。一般研究での今年度試料数は約150点。〈平尾〉
(3)X線回折分析法を利川 した研究
1)西 洋3術 館の野外に1置かれた銅製彫刻の鏑に関す る調査 を続行中。
試料数約4(1点、<'F尾>
2)静 岡市教育委貝会からの依 頼で発掘銅製品に発生 した鋪の種類につ
いて調査した、,アタカマ イトであ ることが判明 し,速 やかに保存処理
することを提 δした。試料数約10点。〈'F尾〉
(4)非破壊式蛍光X線,X線 回折法による調査
江田船山 占墳出 量:銀象嵌大刀の赤色部の調査他考占還物,絵 画,彫 刻




(6)赤外線,エ ミシオグラフィ及 びX線 透視撮影による研 究


































セザンヌ 「サ ン ト・ヴィクトワール山 とシャ トー ノワール」
同
藤島武二 「半裸婦 人像」 同
(7)フー リエ変換赤外分光計 を利用 した研究








調査 を行 い,六 道地蔵周辺の気象観測 を行っている。 日の雨量が100
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mmを 越える日も多く,た いへん湿潤な環境である。 また福 島県小高
町薬師堂石仏 も継続 して調査 した。堂内の湿度は依然 として高いが,
石仏表面の濡れは少な くなって きた。
この他,鹿 児島県姶良郡隼人町にある国指定史跡 「隼人塚」の劣化
状況について,町 の依頼に より調査 を行った。<三浦>
8.環境 に関する調査研 究
(1)温度 ・湿度 ・水分






















史跡虎塚 占墳(勝 川市)彩 色壁画保イ∫:対策に関わ り壁lllli公開および川




下記の博物館,i術 館,資 料館などの館内環境について,温 湿度,照




















































博物館で展示 中の水演け漆器には,緑 藻が発生する。 この防藻対策 を
検討 した。〈新井〉
(2)姫路城漆喰壁の黒変現象の調査
姫路城漆喰壁の黒変現票は,ク ラ ドスポ リウム菌に起因することが判
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明した。その対策 として,無 機系撮水剤 を壁面への展着剤 とし,こ れに
防徽剤 を組合せた場合の防除効果 を検討 した。〈新井〉
4.修 復技術部
(1)概 要
文化財の修復 に関する調査研究,科 学的修復ノ∫法の開発研究,応 用及びそ
の公表を主務 としている。研究の対象は 業術1.1tin,建造物,考 占資料,民
俗資料などの有形文化財 をは じめ とした,文 化財のすべ てを含んでいる。
組織 としては,文 化財を構成するll材料に合わせ て3研 究室か らなってい
る。
第 一 修 復 技術 研 究 室
L蜘lll,建造物な ど木材および漆 をi搬 材質 とする文化財の修復に関す る
科,,,,.f一的,技 術的研究 を行い,そ の成果の公炎を行1て いる、,
第 二 修 復 技 術 研 究 室
絵 画,iiix,染 織 品 な ど 紙 ・繊 細 ま た は,皮 革 をiこ材 料 とす る 文化 財 の 修
復 に 関 す る 科,,,..t・的,技 術 的 研 究 と そ の 成 果 の 公r,・11'って い る。
第三 修 復 技術 研 究 室
建造物,考 占資料,美 術1:貰品など金属,石 材,そ の他無機材質をis材料




文化財の修復 に関する研究は,文 化財その ものの材質,製 作技法に関す る
科学的研究を通 して,相 互の関係 を明 らかにすることが重要な課題である。













オゾン劣化に よる絹 より,紫 外線照射に よる絹が 自然劣化に近い こ
とが,彩 色テス トからも,SEM観察からも判ってきたので,修理工房
内で人工劣化が出来 るための装置を試作 し,実 験的に劣化 を行 ってい
る。〈川野辺,佐 野>
b)材 料に関する調査
低温薄膜脱水法によって生漆中の酵素 とゴム質 を微粒化 した精製漆
を,従 来の精製漆と比較す るため,手 板 を製作 し耐候性試験を行 って
いる。約8か 月を経過 したが,従 来の精製漆は下地 を露出し,低 温薄
膜脱水法で製作 した精製漆は,光 沢が少な くなる程度に とどまってい
る。 どの程度の耐候性 を示すか実験 を継続 中である。<中里>
2.文化財における環境汚染の影響 と修復技術の開発研究(3年 計画の第1
年次:保 存科学部 と共同)(一般研究「屋外文化財の劣化過程の調査 と修復
法の開発」の拡充)
環境汚染によって文化財が影響 を受けているが,従 来の研究の他に,関
東の文化財集中地区である鎌倉市に研究フィール ドを設定 して調査研究 を
行 っている。鎌 倉大仏に気象条件や酸性雨 などの観測ステー ションを設け
劣化因子の測定 を行 うとともに大仏 と類似 した組成 をもつ銅板等の暴露試
験 を開始 した。 また同じ銅板 などを使用 して劣化促進試験(酸性雨試験機,











館),承要 文化財木造 菖{薩座像(r晒 、～})の技法調査を行 った。<中里>
4,材 質の劣化 に関する研 究
染織K化 財 ・染料
(1)鉄タンニンによる繊維製品の劣化
脆弱化が速い1然染め染織品の修復法 を確 、ZするZごめ,染 色i程 中のr.
属類の移動 を追跡 しながら,黒 染めの伝統披法の解明をしている。分析
により媒染剤O)j?属含有疑が少ないことが判・・たので,絹 繊維に染料が
染新している状態の時間的推移を追跡 した、,本研究は絹の劣化に関する






近li[1・近代の 木造建造物内部彩色の剥落 止めを1匡直面や 天捧面で施
i.するための材料 ・f法の開発研究 をll}1始した.,鳥取県大神lli神社,
人分県願 成院,福 島県飯野八幡宮 などで実施条件の検 討を行ってい
る。<川野邊>
b)特 殊環境 ドの塗装材料 ・施isノ∫法
爪要 文化財厳島神社大烏居の修復仕様の検1けを行'・ている。修復対











る作例 を調査 したOそ の後漆によるノ∫法 と糊による方法で伎楽面を試




斑点状に水を吸収 してしまう紙 を 「風邪引 き紙」 と称す るが,そ の




が,特 に象嵌遺物の処理に対して応用す ることを中心に研究 をおこなっ
ている。群馬県藤岡市平 井1号 墳出土円頭柄頭の処理 を実施 した。
国宝江田船山'f墳出土象嵌大刀の保存処理 を行った。象嵌が腐食によ
りIllく変色 して しまい銘文が判読出来ない状態であったもの を,銘 文調
査 とともに クリーニングを行 った。〈青木〉
(5)遺跡 ・遺構の保存修復
発掘遺構保存のため開発 した樹脂の実験 を横浜市三殿台遺跡で行 って
きたが1懐 含水率を土壌の収縮 限界内に コン トロールすることが可能に
なった。この樹脂 を使用 して三殿台遺跡の槻尾内遺構約500平方メー トル
にたい して保存処理 を実施 した。<青木>
L壌強化用樹脂を開発 して佐賀県,1デ野1紅遺跡で遺構 量嬢 を強化す る実
験 を行った。かなり浸透性の良い樹脂であるが,地 表面か ら2セ ンチ程
度 しか浸透 しなかった。 占野 里遺跡の凍L条 件から見て,最 低10センチ
程度樹脂が浸透 してk壌 を強化 しないと冬季に崩壊 して しまうこ とがわ
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か り,さ らに浸透性の良い樹脂を開発する必要がある。〈青 木〉
覆屋によって保存 されている文化財の保存上の問題 を把握するための





た文書の緊急救出方法の助 言と指示を行った。早急にプ ラスチ ック袋に
1冊ずつ収納 し,冷 凍倉庫会社に依頼するこ と,真 空乾燥装置のある埼
玉 県埋蔵文化財 セン ターに処置を依頼するために県の担 当部署 と連絡す
ることなど,を 指示 した、
埋蔵 文化財センターでは,通 常 裳務に使用 している與空乾燥 タンクで
小量ずつ処;rを続けている、,<増川>
7,受託研究











要 なものが多い。 グラインダーなどで研 ぎ出す従来の方法では,注 意 し
てそれ を行 っても,表 面を痛めてしうことがあ り,こ のことによって製
作技法 をわからなくしてしてしまうことがある。







・プ ラズマ処理(水 素400,酸 素400,アル ゴン200,処理時間1時 間)
・実体顕微鏡下でメスなどを使用 して錆 をはがす。
・樹脂 を減圧含浸 して強化す る
(3)山形県遊佐町金俣出土木製経筒の保存修復研究(山 形県遊佐町)
桐製の経筒で出土例の少ない珍 しいものであ る。一木 をくりぬ き中央
で逆印籠蓋に し内部に繰巻が納め られている。衷面には和紙が漆で貼 ら
れている。
X線撮影 を行い内部の経巻 と経筒の構造を確認後,逆 印籠部分 をダイ
ヤモン ドカッターを使用 して切断 して経巻を取 り出 した。経筒は樹脂を
含浸 して強化 し,剥 がれそ うな和紙 部分は揺変化 した樹脂 を開発 して剥
落止を行った。
(4)日光 山輪王寺所蔵聖遺物箱の保存修復研究(輪王寺)
徳川家光の墓所である日光 山輪王寺大猷院に献納された もので,グ ラ
ビール技法 を駆使 して四季を表わしたガラス飾 り,象 牙,銀 製浮彫など
華麗な装飾が施 されている。
銀板の クリーニ ングを行い,樹 脂 と角粉等を使用 して擬象牙を製作 し
て保存処理 を行 った。
(5)中尊寺経蔵露盤羽 目板の保存処iiiに関す る研究
中尊寺経蔵の露盤羽11板として中尊 寺に伝 えられた羽 目板は4枚 あ
り,材質は栗である。法 蹴は各板 ともほぼ同寸で,長 さ1,040mm,巾310
mm,板厚43mm,である。各板の表には香様 を二つ並べ る。東面板の香
様には迦陵頻伽が半肉彫 りで彫 り出され,他 の三枚には同 じく香様 内に
孔雀文を彫 り出 している。各板の裏面には縦二本の溝 を彫 りくぼめる。
これは板 を裏から固定 した束のためのものであろう。
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cm程の欠失があ り,東 面には右側か ら中央に向か って大 きな木割 れが
ある。各板の表面は風蝕がひどく,ま た下縁では腐朽がひどい。
修復処置はまず各板 の黒色顔料 をパラロイ ドB72・10%(トルエ ン溶
液)で 剥落止め を行い,西 面の欠 失部には木 目の似た桝材を削 り出 して
当てがい,ア クリル樹脂で点接蔚 し補順 した。東面の木割れには芯にバ
ルサ材の薄材を挿人しア クリル樹脂で接若した。これらの部分 には ミル
ボン ドに木粉を混和 したもので整形を行なった。また各板の文様欠失部
等は同 じくミルポン ド木粉混和材 で整形 した。




情報資料部では,従 来美術部資料室の行 ・・てきた 処術に関する研究資料の
作成,収 集,幣 理,保 管,閲 覧等の 瑛務を充実発展 させ,さ らに,i,t研究所各
部所掌の研究資料に関す る情報の統合化をはかることを目的 としている。
当部所iiの諸資料は 楽術 部創設髭丈来内外の研究 κの利liJに供 され,K化 財
に関する研究資料センターの役割 を果た している、,この機能をより充実 させ,
学術情報の増加 と多様化に対応 した所蔵研究資料の効 果的利川を図 るため,
デー タの共有化 を中心 とするX術 情報処理 システムの研究,画 像処理技術の
応川,文 献デー タベー スの開発などを行っている,,
当部研究員は,i記 業務 を行 うとともにII本・ii洋美術 史各分野で研究活
動 を行 っている。調査研究活動の成果はr進 術研究」ほか学会誌,美 術部 と
共催の公開学術講座等で発表している、,
当部は,文 献資料研究室 と写真資料研究室の:室 をもって構成される。
文献 資 料 研 究 室
美術 史関係を中心 とした図沸 ・雑誌,調 査研究活動によって収 集された各




の文献 目録の作成 とともに文献デー タベー スの開発を行っている。各年分の
文献 目録は 『日本美術年鑑』に掲載 し,一定期間ごとに総合・増補 し 『日本 ・
東洋占美術 文献目録』 として刊行 している。現在,昭 和41年～60年分 につい
て編纂作業をすすめている。
写真 資 料 研 究 室
研究川写真資料の作成 ・収集 ・整理 ・保ii・閲覧を行 うとともに,各 研究
者の調査研究活動に協力して研究資料を撮影 し,資料の充実につ とめている。
また,こ れに 並行 して,X術 研究所創立以来蓄積 された写真原板の転写 を昨
年度に引続き実施するとともに,美 術史研究への画像処理技術の応川及び画
像情報のデー タベー スに関する研究 を行 っている。
(2)各 論
1,美術情報処理 システムの研究一データの共有化 を中心 として一(10年計
画第4年 次)
(1)共有デー タの生産 ・蓄積 ・利用環境の検討
Dデ ー タベー ス容量増に対処 し,利 用効率 を引上げ るため,ロ ー カル
ェ リアネッ トワー クの端末接続台数を増加するとともに,デ ジタル電
話回線 を設i-i.して学術情報センター とのオンライン接続 を実現す るな
どシステム全体の拡充を図った。 また,商 業ネッ トワー クを通 じ,研
究者相互のデータの交換実験 を行 った。
2)現 在進行 中の 文化庁 を中心 とす る文化財情報ネッ トワークシステム
計画については,前 年度に引続いて協議に参加 した。
3)全 国の研究者の参加 を求め,オ フラインによるデータの共有システ
ムに関す る研究協議会 を開催 した。①研究者間の共有化の原則,② シ
ステム化実現のための諸条件,③ 美術史学会の対応 を含めた具体的方
策,④ 作成されたデー タの有効な活川方法 などについて,研 究報告 と
討論を行 った、,また,佐 賀県 、r..術館 ・博物館に於いて実際のデータ
を利川 した研修会 を行い,デ ー タ共有化に向けたモデル ケー スづ くり
を試みた、,
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(2)システム構築のための基礎 的実験
写真資料,文 献資料,テ キス トの各デー タフィール ドの検索 システム
構築のための基礎作業 を継続 し,① 写真資料に関 しては,デ ジタル画像
の処理 ・蓄積に高性能汎用機 を導入して基礎実験 を開始 した。② 文献資
料 に関 しては,所 蔵図書情報,定 期1:1」行物所載文献及び展覧会情報の各
デー タベースの作成を継続 し,検 索 システムを試験的に運川 している。
③情報資料部 ・美術部の各研究室を接続するロー カルエ リアネッ トワー




美術 史研究においては,作 晶に関す る視覚情報が 爪要であ り,高度な イ
メー ジ処理 を可能 とするシステムが必須である、,・ノ1,デジタルp4j像処理
技術 は実川段階 をむかえ,X術史研究への本格的 な応川が強 く期待 される。
本研究の 目的は,① デジタルIllli像処理による爬術作品の分析 ノ∫法,②1山i像
デー タの蓄積に関わるデ… タベ ー7,システムを中心にすえている、,本年度
の研究内容は以 ドの通 りである、,
(1)デジタル画像処理による突術作品の分析 ノ∫1去の検1け
線形濃度変換,擬 似 カラ 一ー,コン トラスト強調のf・法を使い,実 作品
の印 章判読やX線 写真の フィルム画像の鮮明化などの実験 を行い,あ わ
せ て既 イ∫:の基礎 ソフ トウェアの改良を行っだ 、
② 画像 の蓄積 とデータベー スシステム
1)画 像関係のデー タベー ス ・システムに関 しては,昨 年度に引続き文
部省科学研究費 「有形文化財映像 デー タベー ス1(代表者・東京国 ウニ博
物館 高見沢明雄)に 参加 し,所 蔵ガラス乾板(約z,000枚)をアナロ
グ画像 として追加 人力し,昨 年度 と合せて4120厭をレーザーデ ィスク
化 した。また,文字データを作成 して画像デー タとの統合化 をはか り,
文字キーによる画像検索をr能 とした、,
2)将 来のデジタル画像デー タベース化の 普及をに らんで汎用機(マ ッ




実験 を行い,一 般的な利用の口∫能性 をさ ぐった。
3日 本 ・東洋美術史文献データベースの開発(6年 計画第5年 次)
(1)データベー スの作成
1)定 期 刊行物所載 文献 デー タベー スについては,昭 和41年以降に刊行
された占美術研究 文献 を対象 としたデー タベー スの校正を継続 した。
2)「白馬会 隈 覧会出品 目録データベー スの作成 を美術部第二研究室の
協 力を得て作成 した、,
(2)X献データの共有化をめ ぐる諸問題の検討
パー ソナル ・コンピュー タに よる利用を前提 とした定期刊行物所載文
献デー タベー スについては,校 正の完tし た約1万 件のデー タを対象に
して検索プログラムの試行を継続 した。あわせて,ジ ャンルコー ドと文




資料の共有化 とデー タベースの活用」(研究代表者 米倉迫夫)により作
成 した,日 本東洋画史画論全文テキス トデー タについての訂正情報 と活
川方法などに関する報告が利用モニターか ら寄せ られた。オフラインに
よる共同研究のノ∫向をに らみなが ら,全 文テキス トデータの更新 ・改定
と配布などの具体的方法について検討 を行 うとともに,研 究協議会 を開
催 して情報の収 集に努めた。(各論第1項 参照)
4古 代仏教彫刻史研究
檀像研究から展開させ た課題 として木彫像におけ る樹木の意義について
察 した(継続中)。本年度 は造像諌にあらわれる占代の樹木観の分析 を通 じ,
各樹種の表徴機能 と仏教造像の関わ りを考え,そ の成果の一部は美術部 ・
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縁起絵等について鎌倉時代におけ るパ トロンの歴 史意識の産物 としての性
格に焦点 をあて,そ れを 「奉納」 と 「家」の問題から解き明かすノ∫向 を模
索 した。
肖像画研究の一・端 として藤原鎌足像や天神像 など特殊な儀礼用画像の調








おけ る比較研究1に より,名 占渥市個人蔵「源1C物語図i,狩野探幽筆「鵜




K・新潟 ・富ilげ也方)#;よぴ同年10月(京者1～地 方)の ㌦度にわたる調査を
行い,基 本デー タと写1'{資料を収 集した、,また研究成果の ・部 を 「陸信忠
考一浬繋 表現の変容(1・.・卜')1と題 し,r美術研究」誌 ヒに発表した、,〈井
手〉
また,10月から1111にかけて,東 京大学東汗 文化研究所iiアジアISI"1の
主宰する在台湾・香港の中国絵画調査に参加 し,鴻 幅 業術館(台 北),香港
藝術館ほか個 人コレクシコンの作晶調査を行 った,,<踊手,鈴 木>
8.中 国における石窟莫術の研究
中国の四川省 ・lr粛省ならび新粥ウイグルrl治区の石窟 芋院 をたずね,










理解 が必要で,そ のための情報の収 集が航要である。 また,貴 亟な文化財を
保イf二し修復するためには,人 材を養成するための研修事業が極めて重要であ
る。さらに,文 化財保存修復技術の向上のための研究 を推進 していくことも
技術先進国である我が国の弔要 な責務であ る。以上のことか ら,文化財保護
を目的とした情報,研 修,研 究の国際センター を我が国に設立すべ きとの声
が高 まっている。
ア ジア文化財保存研究室は,セ ンター設立に向けての第一歩として,平 成
2年10月に発足した。研究室ではアジアを中心に世界の文化財およびその保
存に関する資料の収集,整 理,デ ー タベー スの作成を行っている。 また,基
礎的研究 として,屋 外イ1造文化財の劣化の地質学的研究,お よび石材の強化
保存処置に関す る材料,処 置方法の研究等 を行 っている。 さらに,ア ジア文






1)ア ジア文化財保存セ ミナーのアジア代表に,各 園の最 も代表的な文
化財について,その保存状況 と保存対策についてのアンケー トを出 し,
多くの情報を得た。昨年度 までに得 られた情報につ いて整理 し,レポー
トに まとめた。<西浦>
2)タ イ国の文化財について特に詳細に調査してお り,ま たバンコクに
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加 し,多 くの情報 を得た。〈西浦,朽 津 〉
② 組織,機 構,プ ロジェク ト等についての調査
Dア ジア文化財保存セ ミナーのアジア代表に,各C*1における文化財保
存に関わる組織,機 構,プ ロジェクト等についてその現状 と問題点に
ついてのアンケー トを出 し,多 くの情報を得た、,昨年度までに得 られ
た情報について整理 し,レ;t:'一一トにまとめた。<西浦>
2)ii京国1/二文化財研究所を、のれたアジア諸国の文化財保 存関係者か ら
個別に各国の状況 を聞 き取 り,資 料 とした。〈西浦 〉
;i)K化財の保存,修復に関わる人材について情報を収集し,デー タベー
スを作成中である、,<西浦>
2.屋 外石造文化財の劣化 と保存修復処置に関する研究(5年 計画第2次)
(1)イ1材の劣化現象についての 岩石学,鉱 物学的調査研究
D新 潟県、ン1矧鞭堅物館蔵の ロダン作石像の石材を岩石学的に分析 し,
同像が石灰の粉を川いた擬岩で作られていること,そ して内部に強度
の強い ものを,表 面に純 白の材料を川いた累帯構造になっていること
を明 らかに した。ぐ朽 津1>
2)風 化 した石器を岩石学的に分析することによって,岩 質による石器
の劣化速度,劣 化形態の違いを観寮 した。<朽津>
3)博 物館明治村にあるTiX・聖 ヨハ,,uの 煉瓦表面に析出 してい
る白華物を鉱物.,,的に観崇 した結果,酸性雨の影智が考察 された。<朽
津>
4)文 京区にあ る重史 ・Ill岩崎邸に使 われている基壇の石材を調査 し,
その劣化状態 を観察 した結果,凝 灰 岩中の ガラスの部分が粘f:鉱物 に
変質することによって111イ1が脆弱化 し,剥 落が起 きてい ることが判り1
した。<朽津>
5)タ イ国石造遺跡のイ1材を調 査した結果,川 途によっての石材の使 い






ついて,そ の物性 を比較検討するための実験 を行 っている。凝灰岩,
砂署,安 山岩試験 片を用いた浸透性測定,石 粒 を用いた強化力評価実
験が進行中であり,特 に,ヨ ーロッパで広 く用いられている変性エチ
ルシllケー ト系強化剤であるWackerOHとfl本で多 く用 い られて
いるSS-101との比較 を行っている。<西浦>
2)鎌 倉 市,史 跡 ・永福 寺跡の発掘 された庭園石の露出保存方法につ い
て調査,検 討 した結果,搬 水性シランの繰返 し浸潰含浸法に より保存
が可能 と判断 し,一一部実験施工を行った。<西浦>
3)イ タリアで開かれた円卓会議 「石造文化財保存のための材料」に参
加 し,わ が国における現状 を報告す ると同時に,種 々の問題点につ い
て討議 した。〈西浦〉
(3)洞窟,磨 崖仏 などの劣化現象 と保存対策に関す る調査研究
1)磨 崖仏 など石質遺跡の新 しい保存方法 として,岩 体中に撰水性 シリ
コン樹脂 を注入含浸 し,内 部(背 部)に 搬水層 を形成 して,地 中水の
浸入を防止する方法についての現場実験 を福島県小高町の岩崖その他
で行ってお り,施 工iの 問題点の検討および施工後の状態観察 を行 っ
ている。本研究は科研一般(B)で 行 った ものであ り,報告書 「イf質
遺跡の新 しい保存技術の開発に関す る研究」を作成 した。〈西浦,朽
津>
2)福 島県小高町,史 跡 ・薬師堂イ∫仏の劣化状態の定期的な調査 を行 っ
ている。劣化原因 となっている塩類には,可 溶性の塩類 と難溶性の塩
類 との2種 類があ り,そ れぞれが異なる劣化 を引き起 こしていること
が判明 した。また人麗根架設後の岩体の乾燥に伴 う状態変化について,
保存処潰法を踏まえつつ,調 査を行 った。<西浦,朽 津>
3)神 奈川県,電 文 ・元箱根石仏群の保存修復に関 して,岩 石の樹脂含
浸強化処置,椴 水処置についての現地調査 を行い,ま た,樹 脂の浸透
性,撫 水効果(地 衣類防除効果)についての現地実験 を行 っている。く
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西浦>




5)敦 煙莫高窟にて壁画顔料を採取 し,X線 回折,EPMA等 による分析




6)メ キシコ ・テオティワカン石造遺跡の保イ∬:についての調査 を行い,
基本的な保 存ノ∫針 ・対策案を提案 した、,<西浦,新 川:>
3.そ の他
(1)1化 財の錆に関する鉱物,,,,.1・的研究
微小部X線 回折装置を1tJいたマッピング分析法を開発 し,金属 文化財
表面の錆の累帯構造を地図の形で表 した,,<朽津 ♪
(2)木造 文化財の輸送中の ・j'法変化にICJする実験ゴrJ研究
木造 文化財 を航空機等で輸送中の温度,湿 度変化に伴 う・r法変化につ
いて,恒 温恒湿槽,電r天 秤,盃 みr一 ジを川いたコンピュー タ計測シ
ステムによるシ ミ.・レー ション実験 を行った結 果,内 部空間の小 さい状




各稲の保存処理 を施 した水浸木材試験片について,環 境湿度変化に伴
う　[t,r法 の変化 を,電 子天秤,歪 みゲージを用いた コンピュー タ計
測 システムによ り測定する実験 を継統 して行 っている。 今年度は特にP
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1)194(195)窟と53(469)窟に設置した温度,湿 度,日 照,外 部風速,内























'F成4年10月9f1～19日に ド記の訪中1・tiが敦煙を訪れ,日 中共同で ド
記の調査,研 究,協 議 を行 った。
三輪 茄六(修 復技術部長)
_=_iili定俊(保 イ∫:科学:部物理研究室長)
中野 照 男(x三術部第 ・研究室長)
勝木,一・郎(情 報資料部文献資料研究室研究貝)
朽津 信明(ア ジアK化 財'保イ∫:研究～{{研究 員)
?二可妻睾 メ1～1リ1(腫1務、銀1乏)
瀧川 孝(K化 庁伝統 文化課課長補佐)
1)194(195)窟と53(469)窟に設置した温度,湿 度,Ii照,外部風速,内

























孫儒燗(敦 煙研究院保 鰻研究所嘱託[前 所長])
目的:木 造 占建築の保イ∫:,修復 に関する調査研究
3第8回 敦煙莫高窟壁画保存修復協 力会議
'1`-1,k;年3月2日,協 力会議委員,文 化庁関係者,東 文研関係者が出席
して東文研において開催 され,ド 記の議題について討議 した。
1)第7回 敦娘莫高窟壁帥i保:存修復協力会議議事録(案)に ついて。
2)平 成4年 度研究結果および今後の方向について。
3)平 成5年 度研究計画(案)に ついて。
(2)スミソニア ン研 究機 構 との国 際研究交流
今年度か ら 「科学技術 を利川 した文化財研究法の開発」 という新たなテー
マを設けて,青 銅器,陶 磁器,遺 跡調査法の3つ の研究課題の下に共同研究
を進めている。4年 度は 日本側か ら,斎 藤孝正(文化庁),青柳洋治(上 智大
学)が 訪米し,青 磁・緑粕につ いての共同研究をアメリカ側研究者 と行ない,
遺跡II法 については,西 村康(奈 良国 蹉文化財研究所),亀井宏行(千 葉大
学),ディーン・グッドマ ン(マ イア ミ大学中島分室)が 渡米 し共同研究 を行





関す る基礎データの収集に努めてきた。'内茂2年 度 より,占 文化財科学研究
会が 日本芸術 文化振 興会か ら助成金を得て1海 外所イ1三のli本文化財を対象 と
する調査研究jを 行 うこととなり,当 研究所がその 委嘱 を受けて調査研究を
担当したO'ド成2年 度の メトロポ リタンX術 館,3年 度のバー ク・コレ クシ 」ー
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,,,,,t・研究費園際学術}f海 外学術調査により,本 年度から3ヶ 年計画で調
査研究を開始 した。本年度は,9月 にタイ側研究者2名 を招勝 し,ll本の保
存研究状況 を理解 して もらうと同時に,具 体的 な研究の進め方について協議
を行 った。121!に西浦ノぷ輝,こ 浦定俊,朽 津17明の3人 がタイ国 を訪れ,東
北部の クメール石造遺跡 と調 査し,あ わせてアユタヤ1畳跡,ス コータイ遺跡
の調査を行った。 タイ国において{.kilk跡の整備はよく行われているが,石 材
の劣化は依然として進行 して}iり,保存対策が必要であるこ とが再認識 され
た,,
(5)文化財保 護 に関 す るll独学術 交流
II(和59年IO月8日に 調 印 され た 日独 科'ツヒ技 術 協 力1協定 に),!;一き ,1勺友2年
に 開 催 され た 第131111日独 科 学 技 術 合1"1交流 委U会 に 於 い て,ド イ ツ側 よ りk
化 財 保1}蔓に 関 す る 学 術 交 流 が 提 案 さ れ た1,この ため の 最 初 の 打 合 せ に,'1'　,k
4fF51」81i～1711U)lfU,こ河i定f聖(東京 国 、ン1文fヒ財 研 究 所),'卜川 喜 ・≠(劣き
良 国 ウ:x化財 研 究 所)が 訪 独 し,ド イ ツ側 関{系膏と 打 合 せ をT1",た。'1'成5
年3月22日 か ら31日ま で,ド イツ 側 関 係 者が)にllした 、,また'r成5年 度 か ら
は 文部 省 科,,,,,1・研 究 費 を受 け て,漆 ・∴ ス な ど伝 統 的 天然 樹 脂 擁 膜 の 劣 化 と保
イ∫:に関 す る 研 究 が 開 始 さ れ る,,
(6)国際 会 議
我が国で,初 めて開儲 された第2回 国際K化 財生物劣化会議(ICBCP-2)
は,同 組織委貝会が,こ れを企画 ・運営にあたった、,保イ∫二科学部生物研 究室
は'%初からこれに参加 して,23か国から176名の参加 菅を迎えた会議の推進に


















8.主 要研 究業 績
①:著 書 ・編書 ②:論 文 ③:解 説 ④:研 究発表
⑤:講 演 ・放送 ⑥:そ の他 平成4.4～'F成5.3
所 長
西川杏太郎
③ 東手の八幡:孔神像 「光の 日ノ劉22東 孝
③ 優艶な ト ・面観,,:(室生 、¥)『 魅惑の仏像』21毎1噺 聞社
③ 燈寵 を捧げ る小 鬼たち(興 福 、})『 魅惑の仏像』22毎U新 聞多1二
③ 一・木彫の名作,如 意輪観ii'('1漕提院)
『魅惑の仏像』23毎II新1珊祉
③ た くましい木の造型(薬 師なμ来,神 護 羽
『魅惑(ノ)1ノ、緬良』24徽チll来斤【珪1峯1二

















②flに おけるIII国絵Illllの受容 「中【K醐清時代絵Illll名作展1図 録
宮城県美術館
② 現代中国画壇の動向 一 文革後の15年一
「現代中IKi1重}画名作展1図 録lll」展実行委貝会
③ 「中国年鑑1992年版1異 術の項 中国研究所
④ 民国期における裸体1由1論争





















⑥ 劉徳潤 ・李燕 「1僻1∫のほ とりで」(翻訳)
Ilk代中国の絵画三人展」図録 日中友好会館美術館




















① 『菱田春'1〔』(編共著,ア ーティス ト・ジャパン32)同 朋社出版4.9
① 『幕末 ・1リ」治の画家たち』(共著,狩 野芳崖)ぺ りかん社4.12
① 『竹 内栖鳳』(編共著,ア ーティス ト・ジャパン57)同 朋社出版5.3
② 鑑画会 とフェノロサ
『日本近代美術 と西洋』(明治美術学会)中 央公論美術 出版4.4
② 大観 ・春'1(の欧米遊学 と朦朧体 『日本美術院百年史』第3巻4.9
③ 作品解説 『日本美術全集』22洋画 と日本画 講談社4.4
③ 作品解説 『皇室の至宝』8御 物 障屏 ・調度III毎日新聞社4.5
③ 名画の背景(ア ー ティス ト・ジャ・°ン18『橋本雅邦』)同朋社出版4.8
③ 河鍋暁斎筆閻魔大王浄破璃鏡 図 「青淵」521竜 門社4.8
③ 作品解説 『秘蔵 日本美術大観』3大 英博物館III講 談社5.2




美術部 ・情報資料部公開学術講座 国 、ンニ西1粕こ術館4.11.28
④ 暁斎芸術の二 藁構造
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河鍋暁斎記念美術館開館15周年記念講演会及び研 究会4 .11.




③ 湖山小景図等解説 『日本水墨名品図譜』2毎li新 聞社4。9
③ 四季III水図等解説r日 本水,,._名nn図譜』3毎it新 聞杜4.12
④ 会所の 美術 歴史民俗博物館11同研究 「都rlゴにおける交流空間の研究 ・
才繧ブJ表象 と僧硅挙し」石,「究会4.6 .12




① 閻魔 ・1・r.像 『ll本の〕庭術』3134.6
③ 国}1漕賢菖臓 像 「ムディター1夏4.7
③ 文殊菩戯及び存属像 「文部時i13874.7
③ 法隆 孝金堂外陣ll嘩1山い 法隆 か金堂1相91i旧壁画
rIi本迄術全樂」31E介 院 とi代 絵画III淡祉4.10
③ 春 ―1本地仏憂茶羅図 「文部時報113914.ll
③ 兜率天曼茶羅図 「文部時報ll3955.3
③ 高麗時1代の地蔵 卜E図 「X術研究」3565.3
③ 柿本人麿像ほか 階 別展図録 詩歌 と書』 東t;i国、Z博物館5.3



























『黒Ⅲ清輝』(アーティス ト・ジャパン22)同 朋社 出版
『幕末 ・明治の画家たち』(共著 油絵 を描 く将軍)ぺ りかん社
黒田清輝の風景表現 とその影響
『fl本近代美術 と西洋』(明治美術学会)中 央公論美術 出版
黒田清輝 と公的な場の絵画 『美術史の六つの断面』 美術出版社
『日本美術全集』22洋画 と日本画 黒田清輝 「読書」他10点 講談社
翻訳 「ア メリカ美術の150年展」図録掲載論文
「アメリカ美術の150年展」図録 朝 日新聞社














①1、:と映像による日本古典芸能大系 総論編(岸 辺成雄ほか4名 との共同監修)
日本 ビクター4.10
②'F曲 の曲節名 をめ ぐって
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上参郷祐康編 『平家琵琶 語 りと音楽 』 ひつ じ書房5.2
② 延年の音楽 小迫の場合 「芸能の科学」215.3
② 長唄正本研究116～127(共同研究)「 邦楽 と舞踊」512～5234.4～5.3
③ 「舞楽の構造」「音楽 としての声明」「歌舞伎音楽の種々相」
「義太夫節のE7楽的特質」「語 り物の楽器」「江戸長唄の音楽的特質」
「三曲の楽器」 「別巻1,2補 説(一 部)」
音 と映像 による 日本 占典装能大系 総論編 日本ビ クター4.10
④ 日本の音楽理論川語 芸能部夏期学術講座4.7.13～16
鎌倉 恵子(主 任研究官)
② 近松の表現 肖袖 として
『元禄SC'　.の開花」
② 毛越寺の祝詞
③ 津国女夫池 『元禄 文学の開花』
(「,1彫座 元禄 の 文 学 」4)勉 誠 社
「張 能 の 科 学 」21











② 「延年」の定義 と概念について 隣 能の科学 」215.3
③ 花子,身 替座禅,小 歌 野村耕介狂 、1の会パ ンフ レッ ト4.6
③ 乱拍子,そ して急 ノ舞r別 冊太陽79道 成;!`・'1'凡社4.10
③ 狂言 「素抱落」NHK占 りU賄筐鑑賞会パンフ レッ ト5.2
③ 謡の魅力IK位 能楽堂企画展 「能の,`副・ぐンフ レッ ト5.3
④ 能 ・狂 言の演技 と扇 芸能部公開学術、1縫座4.12.10
⑤ 能 ・狂n鑑 賞人1'°jlpNHK教 育テレビ4.4～5
⑥ 復曲 「鐘巻」を見て 「月i:りみんおんjg月 号4.9
⑥ アン ドリュー ・椿演出の狂。1を見て 能楽 タイムズ10月号4.10
⑥ 狂言 「眉目吉」台本校、;∫ 国 、Z能楽堂狂、1公演4.9.18
⑥ 狂_s[7「唐人棚撲」監修 蝸'iの会10周年記念公演4.12.3～5
高橋 美都(演 劇研究室)








漢字文化の意義 唐代音楽理論の 日本式受容 と展開
東亜符 号学研討会(EastAsiaSemioticSeminar)於武漢大学4.10
ド村 ・加茂神祉の稚児舞 をめ ぐって 民俗芸能学会第41回研究例会5.1
高桑 いつみ(1、二楽舞踊研究室)
① 講座 能 ・狂、拐ll巻r能楽図説』(横道萬 里雄 他 と共著)岩 波誹店4.5
② 中llkis能と のf-「 国文学 」12月号 学燈村二4.12
② 鬼の嘘rの 占態 く早笛〉でハタライた可能性
「芸能の科,,,,1:」215.3
③ 「翁」の構成 と音楽 国立劇場特別企画公演 く乱声〉パ ンフレッ ト5.3





②II本 舞踊の計量的研究の試み(連 載 「舞踊の科学」4)
「体育の科学」42-7

































































テ レ ビ東 京4.11
「芸 能 の 科 学 」215.3
ユ寄f「旨音i～ユ}1多月"塾材サr講∬4ξ4.12.10
山本 宏子(民 俗芸能研究室)
①r伝 統民俗 文化の継承 と支援 日本文化の創造 と地域の創造』(共著)
ぴ あ総合研究所
② 沖縄 肖二階の歴史 と構造 「ウチナ・一・ポップ1東 京,1嚇
② 沖縄1涜谷村のエイサーの伝承組織 け賄ヒの科,,,,t:121
民俗失能の伝承組織 と社会 ・経済構造 との相":規定関係
③ 沖縄の人々 と笛ifiiに'1こ きる1プ ログラム
④ 民俗}賄旨の経済学 イノヒ承組織は どう変わ りつつ詑)るか
民俗銀能学会
④ バ リ島テンガナン村の祭 りと'1梁ll本 民族学会
④ 沖縄のエイサー と社会 ・糸釜済構造 との相"1規淀1剰係 東洋音楽学会
⑤ バ リ ・アガの村テンガナンへの ヒン ドゥーの波 バ リ芸育旨研究会
⑤ バ リ ・アがの村テンガナンの祭 りと共能 をKえ る村組織
朝llカルチ ャ 一ーセ ンター
⑥ バ リ島テンガナン村の 日琴1琴 ジャーナル」4
⑥ バ リ島のわ らべ うたを追 いかけて ・その11ス ラッ ト・ノくリ」13
保 存 科 学 部
新 井 英 夫(保 存 科 学 部 長)
① 第2回 国 際 文 化 財 生 物 劣 化 会 識(ICI3CI'2)プレプ リ ン ト
(2ndInternationalConferenceonBiodeterioratiollof
CulturalProperty,Yokohama-9'L,Preprint)
1CBcfL2組織 委 員 会






























③ 文 化 財 に み る 生 物 被 害 「マ テ リア ル ラ イ フ 」44.4
③ 第2回 国 際 文 化 財 生 物 劣 化 会 議 の 開 催 に つ い て
「文 化 財 の 虫 菌 害 」234.7
③ 第2回 国 際 文 化 財 生 物 劣 化 会 議 の 概 要(1)
「文 化 財 の 虫 菌 害 」244.12
④ 各種 材 質 に 発 聖 す る 褐 色 斑 点 とカ ビ の 関 連 性
(RelationshipBetweenFungiandBrownSpotsFoundinVarious
Materials)ICBCP-2Preprint4.10.6
④ フ ォ ク シ ン グ分 解 菌 と そ の 酵 素 の 検 索(松 尾,井1二,中 村,阿 部 と共 同)
(ScreeningofDefoxingMicroorganismsandTheirEnzyme)
ICBCP-2Preprint4.10.6
④ 煉 蒸 剤,酸 化 プ ロ ピ レ ン に つ い て(山 崎,山 野,見 城 と 共 同)
(OnPropyleneOxideasaFumigant)ICBCP-2Preprint4.10.7
④ 酸 化 プ ロ ピ レ ン と 臭 化 メチ ル の 混 合 燃 蒸 剤 に つ い て
(木村,宮 地,ル ヒ,山 崎,lll野と共 同)
(OntheMixedFumigantsComprisingofPropyleneOxide
andMethylBromide)ICBCP-2Preprint4.10.7
⑤ 図 書 館 資 料 の 生 物 被 害 と保 存 対 策(第12回 西 洋 社 会 科 学 古 典 資 料 講 習会)
一 橋 大 学 社 会 科 学 古 典 資 料 セ ン タ ー4 .10
⑤ 各 種 材 料 の 褐 色 斑 点 に つ い て(第14回 文 化 財 の 虫 菌 害 保 存 対 策 研 修 会)
(財)文化 財 虫 害 研 究 所4.6
⑥ 文 化 財 の 天 敵 こ う し て 退 治 日本 経 済 新 聞 朝 刊 文 化 欄4.8,27


































平 尾 良 光(化 学 研 究 室 長)
① 『分 析 化 学 ハ ン ドブ ッ ク(基 礎 編)』 分 拍 執 筆
黒 川 六 郎 桶,朝 倉rl$店
② 北 魏 仏 の 科,,,,,t・的 調 査 「考 占学 と1°1然科 学126Pp.15-28
② ペ ル ー 共 和 国,ク ン トゥ ル ・ワ シ遺 跡 か ら出isし た 遺 物 の 科 学 的 調 査
(大西,大 貫,加 藤 と共 拷)「.,,,,,;iit一とri然科 学125pp.13-30
② カマ ン ー カ レホ ユ ッ ク遺 跡 か ら 出isした 銅 製 品 の 鉛1・1位体 比
(佐々 木,竹 中,内 田 と共 筈)






定(榎 本 と共 筈)
中近東文化センター編 「アナ トリア考占学研究12pp.33-505.3











(田11,斎藤,平 井,中 井,大 村 と共同)
H本文化財科学会 第9回 大会pp.28-294.5.30
主 要研 究 業 績
pp.9-114.11
三浦 定俊(物 理研究室長)
② ロダン作石像 「カリアティー ドとア トラン ト」の調査(朽 津,桐 原と共著)
「古文化財の科学」37pp.21-284.12








(佐野 ・馬淵 ・川野邊と共同)日 本文化財科学会第9回 大会4.5.31
④ ボケのあるX線 画像の修復 と合成(大 橋 と共同)
第14回古文化財科学研究会講演会大会4.5.24
⑤ 梱包概論(梱 包の科学)







② コンクリー トか ら発生するアルカ リ性物質について一アンモニア濃度簡易判
定の試み 「占文化財の科学」374.12
④ 絵絹の劣化の定 厳的評価(II)一経年劣化資料への応用 一
(三浦 ・馬淵 ・川野邊と共同)日 本文化財科学会第9回 大会4.5 .31
④ コンクリー トか ら発生するアルカ リ性物質について
一アンモニア濃度簡易判定法の開発一
第14回占文化財科学研究会大会4.5.24
⑤ 展示照明が ものに 与える影響
埼1ミ県 、匿博物館展示取 り扱い溝習会5.1.21
山 野 勝 次(生 物 研 究 室)
② 増 え る ア メ リ カ カ ン ザ ィ シ ロ ア リの 被 ・i隊 埋 害 虫 だ よ りll4」0
② 丹 生 都 比 売 神 利二で 発 生 した オ オハ ナ カ ミキ リの 被 害 と 防 除 対 策
hヒ化 財 の 虫 菌 害124,pp.11194.12
② 金 属 溶 射 被 膜 に よ る防 蟻 処 理(第5報)
一 金 属 溶 射 被 膜 の 防 カ ビ 性 に 関 す る現 場'爬験 一
1家屋 ㌔15」U14(2),pp.75814.12
② 第2回 国 際 文化 財 生 物 劣 化 会 縦 に 出 席 して
「家 渥 害 虫 」14(2)4.12
② 「第2回 園 際 文 化 財 生 物 劣 化 会 議1報 告 「しろ あ り 」915.1
③ イエ シ ロ ア リの 被 害 と 防 除 薬 剤(座 談 会 の 司会 と ま とめ)
「しろ あ り」894.7




④ 酸 化 プ ロ ピ レ ン と 臭 化 メチ ル の 混 合 煉 蒸 剤 に つ い て
一64一
主 要研 究業 績
(木村,宮 地,井 上,山 崎,新 井 と共 同)
(OntheMixedFumigantsComprisingofPropyleneOxideand
methylBromide)ICBCP-2Preprint4.10.8








⑤ シロア リに関す る実務的知識
(平成4年 度 しろあ り防除施工上資格第2次 指定講習会)
(社)日本 しろあ り対策協会4.9.11
⑤ 文化 財虫菌害煉蒸処理仕様書 ならびに危害防止措置規定について
(第12回文化財虫菌害燥蒸処理実務講習会)
(財)文化財虫害研究所4.11.18
⑤ 昆虫学の基礎知識,昆 虫による文化財の被害と防除,文 化財の殺虫燥蒸
(第14回文化財虫菌害防除作業主任者の能力認定試験 とその講習会)
(財)文化財虫害研究所5.1.1$
⑤ シロア リの生態 と被害





① 障 文 ド野七廻 り鏡塚lll墳llll_viiiの修理」(編箸)大 平町教育委員会
① 『や きもの辞典』(共編)'F凡 杜











⑤ 公開講座 文様学II会 津若松技術 支援 センター
⑤ 劣化 と保 存各論VI1一漆芸品一












② フ リーア美術館所蔵絵illli料紙の繊維分析 「保 イ∫二科学1385.3
③ 紙や布 で出来た文化財の保 イ∫:と修復
東京都教育委貝会 「k化財の保護1255.3
⑤ 劣化 と保イ∫二各論III一廻 い一 保イチ担'1、学鼓貝研修4.8.5
⑤ 絵画類の修復 と保イ∬:についてll叱稲lll大学1:ズ1,°}館4.6.30
⑤ 企業史料協議会研修4.7.2
⑤ 紙の修復Ii本 占文,鉢学会 ―衙lf究会」5.1.23



















主要 研 究 業績
StabilizationofArchaeologicalIron
『CurentProblemesintheConservationofMetalAntiquities』5。3
日本 に お け る考 古 試 料 の 保 存 に つ い て ジ ン バ ブ エ 考 古 局4.5.14
考 占 ・民 俗 資 料 の 修 理 歴 史民 俗 資 料 館 等 専 門 職 貝 研 修 会4.11.20
環 境 汚 染 に よ る文 化 財 の 劣 化 文 化 財 保 存 修 復 協 議 会5.2.26
情報資料部
米倉 迫夫(文 献資料研究室長)
③ 源頼朝像 『見る ・'lr{1)Lむ・わか るII本 の歴史』2中 世 朝 日新聞社5.2
④ 『うたたね 鞠q一 歴史民俗h!%物館本 とボス トン美術館本一
占代 中世絵画史研究会4.7.25
井手誠之輔(文献資料研究室)



























② 敦煤莫高窟 第 ∴O窟 阿弥陀浄L変 相図考 「佛教藝術」2024.6
③ 埼1;.1,!仏教絵画調査報{i潜 埼1課 教育委貝会5.3
⑤ シルクロー ドと仏教 美術 東久留米rl∫ll∫民講座4.12.13












『見る ・読む ・わか る 日本の歴史」3近 世 朝 日新聞社
③ 第i六 回K化 財の保f∬:に関す る国際研究集会一束アジア 甕術における
〈人のかた ち〉一を終えて ―月1:1反化財1351
③ 異国の富への憧れ一南錠乏屏風
『見る ・読む ・わかる 日本の歴史』2中 世 朝II新μ嚇1:
③ 狩1'f松栄筆 「遊猿図襖1ほ か3点
『11本水墨名品図譜』4狩 墾}f派と琳派 毎11新聞社












③ 作品解説nl本 美術全集』5密 教 孝院 と仏1敦11{'}11炎祉4.8




西浦 忠輝(ア ジアK化 財保イ∫:研究室長)
③ 第2回 アジアK化 財保存セ ミナー 「博物負ゴ1資料の保イ∫:1
「月IIII文化財』4月 号
④ 丹色鍬装の屋外曝露試験(川 里髄,岡 部 と共ilの
一68一
1/
コ主要 研 究業 績
第15回 占 文 化 財 科,,,,,f.研究 会 講 演 会 大 会4.6
④ 石 材 用 樹 脂 の 評 価 試 験 〔1〕一 強 化 川 樹 脂 の 浸 透(1)一(車 塚 と共 同)






⑤ シベ リア ・シシュキノ岸壁phjの保イ∫調 査
東京国V_X化財研究所総合研究会
⑤ConservationofStoneinJapanメキシコ文化1剛1多復学院
⑤ 劣化 と保 イ∫:各論一木一 博物館 美術館等保存担当学芸員研修
⑤ 劣化 と保存各論一イi一 博物館,美 術館等保存担当学芸員研修


















朽 津 信 明(ア ジア 文化 財 保 存 研 究 室)
② 石 器 石 材 の 名 称 に つ い て 「イf器文 化 研 究 」4
00Sanukiteandhigh-maganesianandesiteinNortheastShikoku.
(Satoと共 箸)「29thIGCFieldtripB24」
② 博物 館 明 治 村 で観 察 さ れ た 蒸 発 岩 「岩 鉱 」87
② 偏 光 顕 微 鏡 観 察 に よ る石 材 原 産 地 推 定 法 の 有 効 性 一 プ ラ イ ン ドテ ス ト
に よ る 検 証 一(柴 川 と共 著)「.,,,,,7iiif・ と1'1然科 学 」31






調 査 研 究
(平尾と共著)「 分析化学」41
② ロダン作石像 「カリアテ ィー ドとア トラン ト」の調査
(三浦 ・桐原と共著)「 古文化財の科学」37
③ 「勝利の女神」像 の劣化状況 「ブ リヂス トン美術館美術館館報」40
④ 敦煙莫高窟の地質環境 日本地質学会第99年年会
④ 微小部X線 回折マ ッピング法の文化財への応用性
占文化財科学研究会第12回人会
④ 敦煤 莫高窟におけ る壁画の塩類風化(投 とJl"一同)
日本 文化財科学会第9回 大会
④ 敦煙 莫高窟における蒸発岩の形成(段 と」要同)lf第 四紀,.,,,1・会人会
④ 文化財の表層で観寮 される物質循環 表層環境物質循環セ ミナー
④ 文化財の表面でみられる変質鉱物 日本岩石鉱物鉱床学会大会
⑥ 歴博フォー ラムに参加 して`畳1文 化財の科学通信45
⑥ アジア文化財保存セ ミナー-1～之要旨集く翻訳〉
⑥ アジア文化財保存セ ミナー会、磯録(西 浦,佐 野 と」些著)









































'F成4年 版(平 成5s#:月 発 行)
'IZ成3年の 内 容 を もつ 、,B5版308頁。














(3)芸 能 の科 学
古典畳能についての研究論文,調査報告,資料翻 刻Yを 掲載 している。'F
成4年 度は ド記の論考樂を刊行 した。
芸能の科学21芸能論考XIV('F成5fr31J発行)
「延 年」の定義 と概念について
民俗 聾能 にみる延年の諸相 その:
一 種 目名としての延 年試築 一一一
毛越 、～切 祝詞
延年の 肖:楽(is)小 迫の上易合 一
寺社行 嘱に伴 う 「舞楽iの 受容 と変容について
UWE、¥舞楽の伝播説を〃)ぐ,て 一一








一～ 民俗芸能の伝承組織 と社会・糸釜済構造 との相々1規定関係 一
lll本宏子
延年関係資料 ・文献il録 芸 能 部
(4)保 存 科 学







IL1崎真司 ・新井 英 夫 ・山野 勝次 ・見城 敏子 ・李 奎 植
新設博物館 ・美術館等に於ける保 存環境調査の実際
三浦 定俊 ・佐野 千絵 ・石川 陸郎
ブリアー 美術館所蔵絵画料紙の繊維分析 増田 勝彦
敦焼莫高窟における塩類の晶出と壁1由jの劣化 朽津 信明 ・段 修業
2.黒 田清輝巡 回展
黒川清輝の遺作 を多く所蔵 してい る'11研究所は,黒川清輝の功績を記念 し,
併せて地ノ1文化の振 興に資するために,昭 和52年度か らの 事業 として黒田清
輝巡回展 を年1回 地 ノ1において開催 して きた、,平成4年 度は次のとお り2会
場 において開催 された。
会 場 北海道 、7二旭川桑術館
会 期'1'ik;4年511'1311(」:)～6月28日(日)









































狂 、1小舞 「大原木1「しつri、 °ボ積 史高,小 笠原 匡
須藤 武r,野 村 耕介(聞 きr)羽川 腿,中 村 茂r
4.夏 期 学術講 座
芸能部
芸能部では,」賄ヒの 多角的かつ総合的 な研究に資3る ことを目的 として,
例年夏期4il間にわたる学術講座を,首 拍～圏 各人,,,,,f・の 大学院生を対集に実施
してい る、,会場 を東,1く国 、ンニ文化財研究所会議室とし,共 能fSllがそれぞれの
専門分 野におけ る研究成果を体系的に論ずる、,
'F成4年度は 「日本の デ1:楽理論川語1と いうテ 一ーマ を設けて蒲生郷1昭が担
当し,7月13目から1611までの411間にわたり実施した1,受講 者は東京芸術
大学,お 茶の水 女 ヂ人,,,,,t・,明治大学 早 稲 川大学,慶 応漉塾大学,実 践 女f




















5.博 物 館 ・美 術 館 保 存 担 当 学 芸 員 研 修
近年博物館,美 術館の数が増加す ると共にその施設が近代化 し,燥 蒸室,
保存 ・修理室などの保存に関係する施設設備が整備 されて保存部 門を担当す
る職 貝が配備 されつつある。 しか し,こ れらの職員が保存科学の知識や技術
を修得 しようとして も適当な学習の場や教材がないのが実情である。そのた
め博物館,美 術館 などの学芸員の保存担当者 を対象に,文 化財の科学的保存
に関する基本的な知識および技術 につ いて研修 を行 い,そ の資質 の向上 を
もって文化財の保護に資す ることを目的 とし,研修会 を開催 した。受講者数
は20名。 日程および講師は下記の通 りであった。
71127日(月)
























温 湿 度 一 実 習/機 器 の 種 類 と取 扱 一
温 湿 度 一 実 習/湿 度 の 制 御 法 一
7)」31日(r.)
生 物 被 害 一 虫/害 虫 の 生 休 と被 害 一
生 物 被 害 一微/要 因 と メ カ ニ ズ ム ー
,i物被 害 一実 習 ./加1°ゴ'k物防 除t):-
8月3日(1J)
科 学 的 調 査 法 総ll命 調 査 法 の 柿 類 一
不斗'γ:rl勺,凋査 湯ξ各o倫1一 でヒ'落rl勺つ>4i斤渥こ一
科 学 的 調 査 法 各論11科 学 写1°↓
8月411(火)
文 化 財 科 学 の 」伽 司
修 復 材 料 ・技 法
劣 イヒとイ呆イ∫:各ll命1一イ、
劣 化 と保 イ∫:各論II-4i
8月5日(水)
劣 化 と保 存 各論ilト 長 具
劣 化 と保 イ∫二各論1V一 油 彩phj一
劣 化 と保 存 各 論v考 占遺 物 保 存 一
劣 化 と保 イ∫:各論Vl一 金 属 避 物 一
劣 化 と保 イ∫:各論VII一漆 張 品 一
8月6日(木)






































討 論会 ・閉 講 式
6.国 際研 究集会
金属遺物保存 コー スー計画 ・立案一
事 業
青木 繁夫
「K化財の保存に関する国際研究集会」は毎年特定の 主題 を選び,昭 和52年
度よ り毎年開催 しているが,第16回にあたる本年度は 「東アジア美術 におけ
る く人のかたち〉」を1:と し,美 術部・情報資料部が担当した。今回は く人
のかたち〉の諸相,群 像表現,人 体 表現における形 と意味,裸 体 表現の諸問
題の4つ のサプテーマを設けてこれをセッションの タイ トル とした。研究集
会は,2つ の基調講演 と19の研究発表,討 論(セ ッシ ョンII・III・IV)をもっ









題 名 お よび 発 表 者
9月29日(火)
【基 調 講 演 】
1.人 の くか た ち 〉 と 〈か ら だ 〉 新 潟 県 立 美 術 館 前 川 誠 郎
II.TheHumanFigureintheVisualArtsofEastAsiafromaEu-
ropeanPointofView(1,q洋の 眼 か ら み たii洋 美 術 の く人 の か た ち 〉)
チ ュー リッ ヒ 大 学/リ ー トベ ル クX術 館 ヘ ル ム ー ト プ リ ン カー
【セ ッ シ ョ ン1】 〈人 の か た ち〉 の 諸 相

















東京大学 養老 孟id,布施 英利
几州大学
武蔵野X三術大学
iこ題 と し ての 群 衆 一一大 阪 人学
【セ ッ シ ョ ン Ⅲ 】 人体 表現 に お け る形 と意 味
9.DressedforSalvationthellndukrrMatureofthe"Twelfthand
ThirteenthCenturies(救済 へ び)装い12・13世 紀 の 裸 形 像 一)
アr一 ス ト大学 サ ミコ エ ルC.モ ー ス



































日本美術の伝統に見る 「はだか」 東京大学 辻




















世界的視野 の中で,い くつかのn11の拠点 を持つアジアには,数 千年の歴
史の中で産み出され伝承 されてきたx化 財が,さ まざまな状況の中で保存さ
れている。それらの文化財は,各 時代 に各地域で栄えた固有の文化の証であ
り,当事国の財産であると同時に,人 類共通の遺産でもある。本セ ミナーは,
束アジア,東 南アジア,西 南アジアの諸国に呼びかけ,文 化財の保存に関連
す る基礎 的情報を交換 し,将 来の 多国間の共同研究 ・共同事業 を推進す るた
めの礎 を築 くことを目的として企画されたものであ る。本年度はその第3回
目として,「木造文化財の保存と国際協力」 をテーマ として開催 された。
会議は,2名 の基調講演発表者 と15力国代表15名のカン トリーレポー ト報
告者,さ らに,4名 の考古,美 術工芸,保 存の専門家で構成される 日本代表
デスクが加わ り,円 卓を囲んで行われた。 また,文 化財保存の専門家約30名










奈良園 蹉文化財研究所 ・京都園立博物館 ・東京国立博物館 ・
奈良国 、ンニ博物館 ・ユネスコ ・アジア文化センター
国、ンニ京都国際会館 他
11月19日(木)開 会 式 お よ び レ セ プ シ ョ ン(f-.J1f精養 軒)








3.中 国 文物研究所主任技師 孔祥珍
【中園におけ る歴 史的木造建造物の保イ∬:1
4.イ ン ドネシア文化教育省歴 史考 占遺産保護部保イ∫二課長S.ウ ィ
ナル ノ
1イン ドネシアにおける歴史的木造建造物の保イ∫:1
5,ヴ ェ トナム保イ∫:・博物館局 長 ルー ・トラン ・T.
―ヴェトナム北部の塔お よび集会場の保 イ∫:1
6.ス リランカp'iii局長M.D.ラ ルチャン ドラ
1スリランカにおけ る木造建築物の保存1
7.ブ ー タンK化 将別委員会技官K.ゲ ルチrン
1木造記念物の保イ∫:と国際協川
111123日(,J)
8,国 際 史化財保 存修復研究セ ンター長M .ラ ネー ン(),S;調講演)
ik化財保イ∫:におけ る1呵際共i司耐F究1
9.イ ン ドlli1、71文化財研究所企画官T.シ ン
1イン ドにおける木造k化 財の保 存1
10.ヘリテージ ・ネパール代表S.ア マテ ィヤ
「ネパールにおける木造K化 財の保存と国際協川
11.マレーシア国1/二博物館保:存課長Z.Lオ スマ ン
―マレー シアで ・般 に川いられている防徴剤の効果,牲に麓外木造物
への応川について1
12,ラオ ス情報 文化 省博物館 ・考 占局考li譜1～技官S .カンラナ
i木造廼造物の虫害について」




量H二界の紙の修復 馬¥門家15名(15力国)を 集め,文 化庁および国際文化財保
イ∫:研究センター(ICCROM)と共同開催で 「紙の保存修復」国際研修 を行 っ
た。脆弱な占文}1宰や版画など,紙 を素材 とした文化財の修理では,世 界の文
化財に口本の表具技術が役に立つ事が知 られるように なっている。この研修
では,こ の 日本の表具技術 を伝 えることをll的とした、,
3週間の研修は表具の基本的 な技術 を参加者が経験できるような内容の実
技研修 を中心 としたが,fl本の文化 史 ・文化財保護法の沿革 ・K化財に使わ
一81一
事 業
れ て い る 伝 統 的 な 素 材 ・和 紙 と洋 紙 の 特 性 等 に つ い て の 講 義 を行 う と と もに,
研 修 旅 行 で は 和 紙 の 紙 漉 場 で修 復 材 料 で あ る和 紙 を よ り深 く理 解 す る よ うっ
とめ た。
海 外 か ら,よ り正 確 な 技 術 を 求 め る 声 が 増 え る中,今 回 の よ う な 日本 の 専
門 家 の 直 接 の 指 導 の も とで 行 わ れ る研 修 会 は 意 義 は 深 い と確 信 し て い る。
〈 主 催 〉
東 京 国 、実文 化 財 研 究 所
文化 庁








ス タデ ィ・一ツ ア ー 奈 良 市 ・奈 良 県'1く陀 郡 占野 川'
<参 加 者>
HENDERSONKathryll/lnneオ ー ス トラ リ ア 戦 争 記 念館
ヘ ン ダー ソ ン キ ャ ス リ ン ア ン
CHRISTOTatiallaブ ラ ジ ルll{1ウニフ ン ダ サ オ 図 井 館
ク リ ス ト タ チ ア ー ナ
GUILDSherryA.L,カ ナ ダfhl,'i.文化 財 保 存 セ ン タ 一ー
ギ ル ド シ ェ リー
MUJICAM.Pa1(》llliiチ リhl・'r:中央 保 イ∫:修復 所
ム ジ カ パ ロ マ
FASTENAUEvaド イツ ス トッ トガ ル ト州 蹉民 族,,,,r-r..物館
フ ァ ス トナ ウ エ バ
CSILLAGIldikoハ ン ガ リ 一ー国 、冗セ チr.一 二 図rl5負i51
シ ラ ク イ ル デ ィ コ
一82一
RANJITVasavanPrema
ラ ン ジ ッ ト バ サ バ ン プ レマ
BARKESHILMandana
バ ー ケ シ ル マ ン ダ ナ
ISMAILDaresah
イ スマ イ ル ダ レサ ー
MAUANIZubairAhmed
マ ン ダ ニ ツバ イ ル ア ー ム ド
(;AIZVALIIOM.Gabriela
カ ル バ ロ ガ プ リエ ラ
ERICSONMartin
エ リ ク ソ ン マ ー テ ィ ン
NGAMDANKwanjit
ガ ム ダ ン クワ ン ジ ッ ト
EVANSAnnRhiannon
エ バ ン ス ア ン ラ イ ア ノ ン
NEWMANWalterEric




イラン国籍 イン ド国立博物館 美術
史 ・保存 ・博物館学研究所(留 学中)
マ レー シア国立文書館
パキスタン国立博物館






(1)第4回 国 際 文 化 財 保 存 修 復 協 力 セ ン タ ー 〈 仮 称 〉 設 置
に 関 す る 調 査 研 究 会
アジアの文化財の保存,修 復に関する園際的な研究交流,保 存修復事業へ
の協力,専 門家の養成,情 報の収 集と活川等を実施 し,文 化財保護における
国際的な責務を果たす とともに,文 化財の保 存修復に関す る研究の向上に資
することをH的 とするアジア文化財保イ∫:修復協 力セ ンター 〈仮称 〉設置のた
めの調査研究会 として,外部の、学門家,文 化庁および東文研関係者が出席 し,
センターの設置 目的,'1喫内容,組 織,管 理運営,施 設等に関す る事項につ







東文研15名,外部(文 化庁,大 学,国 際機関他学識経験者)16名
本調査研究会におけ る検討,協 議内容は次のように総括 される。
文化財は人類共通の遺睦であり,国 家,民 族を越 えてその保存 ・
修復にあたらなければならず,そ のためには国際協力が不口∫欠で
ある。文化財保 護法の もと,K化 財保趨体制 ・技術 ・研究の整っ
ている日本がこの面で果たすべき役割はきわめて大き く,実際,
世界各国か ら多くの協力を求められている。 これらの 要請に対処
す るため,東 京国立文化財研究所に国際 共同研究,情 報の収集と
提供,人 材養成を3本 の柱 とした国際的 な協力センターを設 、匿す
ることがぜひ必要 である,,今後,調 査研究をさらに拡大,進 展 さ
せ,ア ジア地域を含む世界の 史化財の保イ∫:修復に1協力する,,k化
財保 イ∫:修復国際協力センター く仮称 ＼・設置にllllけての,具 体的な




場 所IK位 文化財研究所 会議室
1:旨
近年の峻性雨問題など,汚 染に ともな う自然環境の変化は,}ζ化財の
保 イ∫:についても深刻な影響を及ぽ していると考えられる、,とくに野外に
ある文化財 では保イ∫:f一憂慮されるもの も少な くない,,こうした状況に鑑
み,文 化財をとりまく環境汚染の実態 を検討し,K化 財への影響評ldfi,


























氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等










青木 繁夫 〃 II 〃 〃
三輪 嘉六 中国 敦煙莫高窟壁画の保存協力 白Iw成4年6月10日
至平成4年6月24H
科学研究費
三浦 定俊 〃 II " 外国旅費
西浦 忠輝 〃 n " 〃
岡田 健 〃 n 〃 11
朽津 信明 n 1' 〃 n
勝木言一郎 〃 石窟寺院の調査 ピ1械4`re月28日
至11成4年9月15日
私費
三輪 嘉六 〃 敦順 高窟壁画の保存協力 lW成4年IU119日
i?Yet4年10月1911
科学研究費
三浦 定俊 〃 n 〃 〃
勝木言一郎 rr n " "
朽津 信明 〃 " " 〃
中野 照男 〃 II " 外国旅費
富澤 邦明 〃 II 〃 11
西川杏太郎 11 日中文化交流に関する協議 r呼成 碑1Dl16日
至平成4f1'・111125E1
外国旅費















氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等
米倉 辿夫 中国 唐代壁画調査 自平成4年10月16日
至平成4年10月23日
私費
鈴木 廣之 台湾,香港 在台湾・香港 中国絵画の調査 自平成4年10月23日
至平成4年11月25日
私費
井手誠之輔 〃 〃 n 私費
平尾 良光 韓国 紘国考占遺物の肖然科学的研究 臼平成4年10月26日
至平成4年10月31日
湖厳美術館




島尾 新 〃 〃 11 n













西浦 忠輝 II n 11 II






井手誠之輔 韓国 在韓国 中国絵画の調査 自平成4年12月7日
至平成4年12月12日
私費








西浦 忠輝 〃 rr n n




勘尾 新 〃 n 自平成5年2月22日
至平成5年3月7日
n













氏 名 渡 航 先 目 的 期 間 旅費の出所等










西浦 忠趨 rr 〃 rr 〃
(2)招へ い研 究員
昭和53年度 より招へい研究員制度がo没けられ,'F成4年度には国外34名の研
究員を招へい し,ド 記の ように共llil研究が行われた。
国外招へい研究員
氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共lli1研究 、糊 研究代表者
金d:耀 中 国 i国社会科学院μ13.i,1 中国製1°欄 器の鉛同位 保存科学部室長
界宗教研究所 一 .`i.8.31 体比に関する1胴研究 'i児良光一
YukselDF,DEト ル コ イス タンブ ール 入 :3.11.'18金属遺物の安定化処理 修復技術部制乏
ユクセル デデ 学講師 4.4.'17を中心とする彦占資料 1林 緊夫
の保存悠復研究
Costas キプロス キプロス文化財保 4.'1.'14文化財保存修復のため 修復技術部制乏




姜 大 一 棘 国 棘国文化財研究所 4.4.20 文化財保存のための技 修復技術部室長
4.10.19術研修 ll林繋夫
陳 元 生 中 国 量海 博物館昌ll研究 4.7.1 中国占書画の変色 保存科学部長
員 4.12.8 新月・ 英夫
PetrJUSTAチェコス 中部ボヘミア博物 4.8.31 歴史的モニュメントの 保存科学部長





氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
OJumpot タ イ タイ国芸術総局考 4.9.3 タイ国石造遺跡の劣化 アジア文化財保存
TRATSIRI 古部技師 4.9.10現象と保存処置に関す 研究室長
ジ ュンポ ッ ト る調査研究 西浦 忠輝
トラシll
OPornthumタ イ タイ国芸術総1拷 4.9.3 タイ国'111遺跡の劣化 アジア文化財保存
THUMWIMOL 古部技師 4.9.10現象と保存処置に関す 研究室長
ボー ンタム る調査研究 西浦 忠輝
タムウイモル
Gabrie且a オース ト プ ロク ラマーオ 4.10.12 「紙の保存悠復」研修 修復技術部室長
KRISTリア フ ィサー 4.11.21の}繍及び実施 増田 勝彦
ガブ リエラ
ク リス ト
小lh眞由芙 日 本 P.A.ガル タ築 術 9.10 イタリアにおける日本 修復技術部室長
館東洋箕術担'量1学 5.3.31美術の保存に関する研 中里 壽克
芸員 究
※ 張 機 軍 中 国 敦燈研究院保護研 4.11.18 コンピュータを応用 し 所 長
究所助理研究員 5.2.14た保存環境の計測技術 西川杏太郎
に関する研究
Marc ペルギー イクロム所長 4.11.21文化財の保存の国際協 アジア文化財保存
LAENEN 4.11.26力に関する調査研究 研究室長
マ ー ク 西浦 忠輝
ラー ネン
頚 孫 儒 個 中 国 敦煙研究院 4.12.14 木造古建築の保存 ・修 所 長
前保護研究所畏 5.2.14復に関する調査研究 西川杏太郎
張 清 涛 中 国 敦煙研究院考古研 5.1.18 文化遺物収拾方法等の 修復技術部長
究所助理館員 5.3.19研修 三輪 嘉六
楽 金 理 那 韓 国 弘益大学美術史学 5.2.1 韓国仏教彫刻と日本仏 美術部室長
科教授 5.2.21教彫刻の比較研究 中野 照男
1'eimanBinマ レーシ 博物館部保存室長 5.2.28 文化財保存の実際と研 アジア文化財保存
KEROMOア 5.3.10究動向に関する調査, 研究室長
ペイマン ビン 研修 西浦 忠輝
ケ ロモ
Sasithornタ イ 芸術局考古部文化 5.2.28 文化財保存の実際と研 アジア文化財保存
KONGPRA 財保存計画室長 5.3.10究動ll書1に関する調査, 研究室長
KAIWOOD 研修 西浦 忠輝




氏 名 国 籍 役 職 招へい期間 共同研究課題 研究代表者
Varopas タ イ 芸術局考古部文化 5.2.28 文化財保存の実際と研 アジア文化財保存
VONGJATU 財保存計画室員 5.3.10究動向に関する調査, 研究室長




豪Todd,K. アメリカ ア メ リカ地質.t!一調 5.3.7 石器時代に関する新し 保存科学部室長
HINKLEY 査所研究員 5.3.17い年代測定法の共同研 平尾 良光
トッ ドk, 究
ヒンクレイ
※RichardD,アメリカ WeiT'oAssoci・5.3.9 非水性脱酸性処理のH 修復技術部室長
SMITH ates,Inc社長 5.3.16横 術への応用とその 増田 勝彦
リチ ャー ド WeiT'oCanada, 影響について,日本研
ス ミス Inc社長 究撒 び劇1稼と検討
を行う。
豪Mariannu カ ナ ダ カナダ ロイヤル Vii,3.11 坤の漆1二芸品の保存 修復技術部室長
WEBB オンタリオ博物館 :'i.3.'16峰理の共同研究 ll哩壽克
マ リア ンヌ 保存修理担 当'1'ti
ウェッブ
00Pamelaアメリカ スミソニアン研究 Vii.;3.18科学技術を利用した文 保存科学部室長
VANDIVER 機欄精 分析研究 一一5 .3.30 化財の研究法の開発 三浦 定俊
パメラ 所
パ ンデ ィパ ー
※EddyI)e ベル ギー ベルギー 1泣 文化 Vii.;i.18備 文化財の保存`こ関 アジア文化財保存
WITTE 聯耽 所研究部長 Vii.:i.:ilする調査研究 研究室長
エ デ ィ ドゥ 西浦 忠輝
ウ ィッタ
崇 李 午 愚 疎 国 湖厳x術鮒呆存科 5.;i.19側職 ぴ周辺地域にお 保存科学部室長
学研i`bi Vii.;i,'16ける出 量庸 銅器の考占 腎1梶良光
学的,1撚科学的
※ 鄭 水 束 韓 国 文化財管理局慶州 5.3.19 文鯨国及び周辺地域`こ修復披術部室長
文化財研究所保存 ～5 ,3.25 おける1旧漕銅器の孝 青木 繁夫
科学室 llピ学的,燃 科学的共
同研究
蝦 李 容 薩 韓 国 文化助研究所保存 5.3.19 韓国及び周辺地域にお 修復披術部室長

























ジー クフ リー ト
エ ンデ ルス








































































氏 名 現 職 招へい期悶 共同 研究 課題 研究代 表 者









氏 名 国 籍 所 属 等
ゲ レオン ・ジー
バー ・ニ ッヒ
ド イ ツ ベルリン芸術祭公社
王 嫡 華 中 国 新彊文物考古研究所長 他4名
申 昌 秀 韓 国 慶州文化財研究所学芸研究II他2名
チュチ
フ オウン
カ ン ボ ジ ア プノンペン芸術大学副学長
李 向 糀 中 国 国家格案局副所長
アン ・ヨネムラ ア メ リ カ スミソニアン研究機構 ブリア築術館
フアイザ ・ヘ イ
カル





美 術 関 係 図書
日本 ・來洋占)き術,日 本近代 ・現代美術,西 洋 美術の全般 にわたる研究書
を中心に,関 連図齢,各 種叢潜,辞 典類など和漢iii(40,994),洋書(4,078),
計45,072冊のほか,各 都道府県d∫町村教育委貝会編集の文化財関係報告書,
X術関係雑誌,紀 要類,売 立lI録,展寛会 目録などを所蔵 し,所 内及び所外
の研究 者の利川に供 している。
芸能 関係 図書
雅楽 ・孝事 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸,そ の他
わが国の伝統芸能の研究に必要な図書9,518冊を所蔵す る。演芸画報・歌舞伎
新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 新劇 ・上方 ・民俗芸術 ・日本
民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説などの雑誌,そ れに声明本 ・謡本 ・唯







X術 関 係 芸 能 関 係
保 存 科 学 ・
修 復技術関係 計
和 漢ll与 洋 書 和 漢 書 洋 書 和 漢 書 洋r辱
4年度 446冊 12冊 164冊 4冊 20冊 40冊 686冊




美 術 関係 資 料
実物よりの直接撮影 を主に した写真資料の作成整理 と,購 入写真,複 写写
真による補足整備に加 えて,印 刷物 中の図版 をおさめ るという方式で,当 研
究所設立当初 より一貰 して力を注いできた写真資料を有する。 それらは 日本
東洋古美術,Il本近代 ・現代 美術,西 洋美術の全域にわた り,そ れぞれ絵画,
書籍,彫 刻,工 芸,建 築等の諸部門に及ぷ。特別大型の ものか ら小型の もの
まで総数およそ26万点,Ilil板保有量はほぼ3分 の1に あた り,別にマイクロ・
フィルム229巻がある。写真資料のほか,拓本,作家伝記資料,落 款印章資料,
近代 ・現代作家 ・団体 ・作品資料,資 料 スクラップ等 と,図 書カー ド,図版
カー ド,各種索引類など多数,,
芸能 関係 資 料
レコー ド,録ii'テープ1シ ネフィルム,ビ デオテープ,写 慮等による芸能
資料を数 多く備えている、,レコー ドには,毎 年各社か',発売 され る伝統/;1¥能
関係レコー ドのほか,昭 和35fr度文部省機1莫1研究費によって塒人した安 原コ
レクションレコー ド5,450枚が含まれている。安原 コレクシ.iンは,明 治・人
正 ・昭和三代にわたりて発売 された各種 邦楽 レコー ドを網羅 した もので,近
代における邦楽の実態と変遷 を知るLで1幾承な資料である、,録1、:テープ及び
写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・芋院行事 ・民俗銀能その他の伝統
芸能 を対象に記録 してきたもので,奏演法の解析を中心 とした写真,テ ープ,
あるいは各種 文瀞の記錬写 與等も含んでいる。資料別の所蔵数は,つ ぎの と
お りである。
区 分
録 膏 テ ー プ シネフィルム ビデオテープ
analog digital8mm 16mm β,VHS方式 8mm
平成4年度 0本 3本 0本 0本 65本 17本






平成4年度 0枚 34枚 0枚
合 計 7,118枚 62枚 14枚
3.主 要機 器 ・設備
莫術部 ・情報資料部
名 称 使 用 日 的 備 考









赤外線照射 に よる墨 線の抽 出。下
図 ・銘文等の解読。
浜松 テレビ
























名 称 使 用 目 的 備 考
舞台(視聴室) 日本の古典芸能を実演するのに必要 間口590cm
最小限の広さを持ち,実技者を招い 奥行585cm
て分析研究のための実演を行 う。 残 響 時 間0.30/
またその実演を舞台に統 く調整室で 秒
撮影 し録音する。
録音室 実技者を招いて分析研究のための, 残 響 時 間o.15/
良 質 な 録..r.EIを行 う 。 秒
アナ ログ,デ ジタ
ルの録膏可能。
メログラフ 音 の 高 さ と強 さ の 細 か い 変 化 をIIII・型名B/T
に計 り,分か りやすいグラフで記録
して,音 楽の科学的分析を行 う。
レ ー ザ ー ・ タ ー ン レー ザ ー 光 で ア ナ ロ グ ・レ コ ー ドを エルプLT-IX
テープル 非接触で再生する。 貴電なレコー ド
を1`R永久 的 に 使 川 で き る。
保存科学部
名 称 使 川11的 備 考
蛍光X線分析装澱 金属,顔 料,岩 石,量:器などの化学 ブ イ リ ップ ス
組成を非破壊的に測定するO理学電 PW1404
機製は可搬型である、, 理学電機TBFO1
X線回折袈置 粉 末 に し た 金 属,堵 石,t:#,顔 料 日本電子
などの結晶を同定する。理学電機製 JDX-10YA
は可搬型である。 理学電機TBD10
原 ∫吸光分光分析装 岩石,土 器,金 属などに含まれるIL'ジ ャー レ ル ア ッ シ
置 素 を定量す る。 ユAA8500
誘導結合プラズマ分 岩石,土 器,金 属 などに含まれる元 セ イ コ ー
光装置(ICP) 素 を定量する。 SPS1100
質量分析装置 鉛,ス トロンチウム同位体比測定か VGSector
ら,青銅,岩 看の原料席地を推定す
る 。






名 称 使 用 目 的 備 考
竃子スピン共鳴装置 遷移金属イオンや劣化に伴って生 じ
るフ リーラジカルを測 り,劣 化の進
み方や程度を知 る。
日 本 電 子JES
-RElX




181記分光放射計 分光スペ クトル を測定 して,展 示に

















生物顕微鏡 微生物プレパラー トを透過光お よび
落射蛍光にて観 察し,加 害生物種の
同定 などをおこなう。























名 称 使 用 目 的 備 考
サ ン シ ャ イ ン ウ ェ
ザ ー メ タ ー
修復材料等の耐候性試験 スガ
WEL-SUN-DC



















4.黒 田 記 念 室
黒田紀念室は,本 研究所の創 、冗者帝国 庭術院 長r爵 故思lll清輝の功績 を記
念するために設けられた陳列室であ り,黒 田清輝の油絵 つ樹1宥・写生帖等を
収蔵 している、,
創立 当時,f:として!!,4田家か ら寄贈 された ものは,油 絵125点,素描170点,












第108条 文化庁長官の所轄の下に,文 化庁に国立国語研究所を置 く。








表 を行 う機関 とす る。
2.国 立文化財研究所には,支 所を置 くことができる。











関 係 法 規




第117条 東京国立文化財研究所 に,所 長を置 く、,
2.所 長は,所 務 を掌理す る,,
(内部組織)












(4)経費及び収人のf算,決 算その他会計に関する事務 を処理す ること。
(5)行政財塵及び物品の管理に関する31筋を処理すること。
(6)庁内の取締 りに関すること、
(7)前各号に掲げる もののほか,他 の所掌に属 しない事務 を処理すること。
(美術部の二室及び,ド務)
第120条 美術部に,第 一研究室及び第:研 究室を概 く。
一100一
　⊥
関 係 法 規
2.第 一研究室においては,わ が国の上代,中 世及び近世 の美術並びに東洋美術
に関する調査研究 を行い,及 びその結果の公表を行 う。
3.第 二研究室においては,わ が国の近代及び現代の美術並びに西洋美術に関す
る調査研究を行 い,及 びその結果の公表 を行 うとともに黒田記念室に関する事
務 をつか さどる。
(芸能部の 三室及び事務)








第122条 保存科学部に,化 学研究室,物 理研究室及び生物研究室 を置 く。
2.化学研究室においては,文 化財及びその保存に関する化学的調査研究(分 析
化掌的調査研究を含む。)を行 い,並 びにその結果の公表を行 う。
3.物 理研究室においては文化財及びその保 存に関す る物理学的調査研究 を行
い,並 びにその結果の公表を行 う。





2.第 一修復技術研究室においては,木,漆 その他次項及び第4項 の材料以外の
もの を材料 とする文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研究を行い,及 び
その結果の公表を行 う。
3.第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は 革を材料 とする文化財の修復に
関す る科学的,技 術的調査研究を行 い,及 びその結果の公表を行 う。
4.第 三修復技術研究室においては,石,}:又は金属を材料 とす る文化財の修復
一101一
関 係 法 規
に関する科学的,技 術的調程研究を行い,及 びその結果の公表 を行 う。
(情報資料部の二室及び事務)
第122条の3情 報資料部に,文 献資料研究室及び写真資料研究室を置 く。
2.文 献資料研究室においては,第118条第1号 か ら第4号 までに掲げ る各部の所
掌に係 る文献資料 その他 の資料('1-1Y料を除 く)の作成,収 巣,整 理,保 管,
公表,閲 覧及び調査研究を行 う、,
3.写 真資料研究室においては,第118条第1S,'一か ら第43,'一までに掲げる各部の所
掌に係 る写真資料の作成,収 集,整 理,保i`,公表,閲覧及び調査研究 を行 う。
(アジア文化財保存研究室の 事務)
第122条の4ア ジア文化財保存研究察においては,アジアの文化財及びその保 存
に関す る資料収集並 びに調査研究及びその結果の公表を行 う、,
(客員研究貝)
第122条の5東 京国立文化財研究所 に客U研 究 員を置 くことができる(1
2.客 貝研究員は,所 長の命を受け,東 京国疏之化財研究所において行 う調査研
究に参画する、,





発行所 東京国立文化 財研 究所
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